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1 メッセージの概要
この章では，アプリケーションサーバで出力されるメッセージの概要と記載個
所について説明します。
アプリケーションサーバでは，システムの構築・運用時またはアプリケーショ
ン開発時に出力されるメッセージと，監査ログメッセージの 2 種類のメッ
セージが出力されます。
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1.1　メッセージの種類
ここでは，アプリケーションサーバのメッセージの種類について説明します。

(1)　システムの構築・運用時またはアプリケーション開発時に出力されるメッセージ

アプリケーションサーバのシステム構築時，運用時，またはアプリケーション開発時にメッセージが出力さ
れます。

メッセージのプリフィックスはメッセージを出力した構成ソフトウェアまたは機能と対応しています。ア
プリケーションサーバで出力されるメッセージのプリフィックスおよびメッセージの分類と参照先を次の
表に示します。出力されたメッセージのプリフィックスを基に，参照先を確認してください。なお，HTTP
Server が出力するメッセージ，XML Processor の JAXB 機能が出力するメッセージ，および TPBroker の
運用で出力されるメッセージの一部にはプリフィックスがありません。

表 1‒1　アプリケーションサーバで出力されるメッセージの参照先

プリフィックス メッセージの分類 参照先マニュアル 参照個所

KDAL 監査ログライブラリ機能で出力
されるメッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

3 章

KDAN CJMS プロバイダで出力される
メッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

4 章

KDCC SOAP アプリケーション開発支
援機能で出力されるメッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

5 章

KDCG Web サービスセキュリティ機能
で出力されるメッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

6 章

KDEC サービスプラットフォーム基盤
で出力されるメッセージ

サービスプラットフォーム
メッセージ

−

KDJE Component Container が出力
するメッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

7 章

KDJJ アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

8 章

KDJR アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

9 章

KDJW アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

10 章

KECT サービスプラットフォームの開
発環境で出力されるメッセージ

サービスプラットフォーム
メッセージ

−

1　メッセージの概要
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プリフィックス メッセージの分類 参照先マニュアル 参照個所

KECX XML Processor が出力するメッ
セージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

11 章

KEDT インスタントセットアップ機能
で出力されるメッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

12 章

KEOS02000〜KEOS29999 Manager を使用した構築・運用・
保守で出力されるメッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

13 章

KEOS50000〜KEOS59999 サービスプラットフォームの
HCSC-Manager で出力される
メッセージ

サービスプラットフォーム
メッセージ

−

KEQR 仮想サーバマネージャの構築
ツールで出力されるメッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

14 章

KEUC 実行環境の切り替えで出力され
るメッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

15 章

KEXS XML Security - Core が出力す
るメッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

16 章

KFCB29000〜KFCB59999 TPBroker が出力するメッセージ アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

17 章

KFCB91000〜KFCB92999 TPBroker の運用で出力される
メッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

18 章

KFCT CTM および PRF が出力する
メッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

19 章

KFDB DABroker Library が出力する
メッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

20 章

KFDJ アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

21 章

KFRM Reliable Messaging が出力する
メッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

22 章

プリフィックスなし Web サーバ（HTTP Server）が
出力するメッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

23 章

1　メッセージの概要
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プリフィックス メッセージの分類 参照先マニュアル 参照個所

プリフィックスなし XML Processor の JAXB 機能が
出力するメッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

24.2

プリフィックスなし 作業ディレクトリ移行およびイ
ンポートでエラーが発生したと
きのメッセージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

24.3

プリフィックスなし 開発調査ログに出力されるメッ
セージ

アプリケーションサーバ
メッセージ(構築／運用／
開発用)

24.4

（凡例）　−：マニュアル全体を参照する。

(2)　監査ログメッセージ

コマンド実行時には，システムの監査で使用される監査ログメッセージが出力されます。

メッセージのプリフィックスはメッセージを出力した構成ソフトウェアまたは機能と対応しています。ア
プリケーションサーバで出力される監査ログメッセージのプリフィックスおよび監査ログメッセージの分
類と参照先を次の表に示します。

表 1‒2　システムの監査で使用される監査ログメッセージの分類と参照先

プリフィックス メッセージの分類 参照個所

KAWS10000〜
KAWS19999

HTTP Server が出力する監査ログメッセージ 3 章

KDJE54100〜
KDJE54999

Component Container が出力する監査ログメッセージ 4 章

KEOS80000〜
KEOS89999

Manager が出力する監査ログメッセージ 5 章

KFCT80000〜
KFCT99999

CTM および PRF が出力する監査ログメッセージ 6 章

1　メッセージの概要
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2 システムの監査で使用されるメッ
セージの概要
この章では，システムの監査で使用されるメッセージの出力先，出力形式，出
力項目，および記述形式について説明します。
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2.1　メッセージの出力先
システムの監査で使用されるメッセージは，監査ログに出力されます。監査ログの出力先の設定方法につい
ては，マニュアル「アプリケーションサーバ 機能解説 運用／監視／連携編」の「6.9　監査ログ出力の設
定」を参照してください。

2　システムの監査で使用されるメッセージの概要
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2.2　メッセージの出力形式
システムの監査で使用されるメッセージは，次の形式で出力されます。

CALFHM 1.0,出力項目1=値1,出力項目2=値2,出力項目3=値3,...出力項目n=値n

先頭の「CALFHM 1.0」は，ヘッダ情報です。アプリケーションサーバの監査に使用するメッセージに，
共通で出力されます。

システムの監査で使用されるメッセージの出力例を次に示します。

出力例
CALFHM 1.0,seqnum=1,msgid=KDJE54400-I,date= 2007-01-22T16:09:59.884+09:00,

progid=Cosminexus,compid=CCC,pid=00EB7859,ocp:host=host01,

ctgry=ConfigurationAccess,result=Occurrence,subj:euid=account01,

obj="Server01",op="Add",to:host=host02,to:port=28080,

msg="account01 executes the request (cjimportapp Server01 -f App1.ear)."

2　システムの監査で使用されるメッセージの概要
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2.3　メッセージの出力項目
監査で使用されるメッセージの出力項目には，すべてのメッセージで共通の項目，およびメッセージごとに
固有の項目があります。それぞれの項目の意味を次に示します。

すべてのメッセージで共通の項目
すべてのメッセージで同じ意味の可変値が出力されたり，共通の文字列が出力されたりする項目が該当
します。

メッセージごとに固有の項目
メッセージごとに固有の意味を持つ可変値が出力されたり，メッセージごとに出力される文字列が決
まっていたりする項目が該当します。

監査で使用されるメッセージの出力項目の詳細について，次の表に示します。

表 2‒1　監査で使用されるメッセージの出力項目

出力項目
名 出力項目の意味 詳細 共通／固有

seqnum 通番 監査ログの通番が出力されます。
出力される値は，1 から 9999999999 までの整数です。

共通

msgid メッセージ ID メッセージ ID が出力されます。 固有

date 日付・時刻 メッセージが出力された日時が，次の形式で出力されます。
YYYY -MM -DD Thh :mm :ss .ssssssTZD

• YYYY ：西暦年

• MM ：月

• DD ：日

• T：日付と時間の区切り

• hh ：時

• mm ：分

• ss ：秒

• ssssss ：マイクロ秒

• TZD ：タイムゾーン※1

共通

progid 発生プログラム
名

監査事象が発生したプログラムの名称が出力されます。アプリケー
ションサーバの場合，「Cosminexus」という文字列が出力されま
す。

共通

compid 発生構成ソフト
ウェア名

監査事象が発生した構成ソフトウェアの略称が，次の形式で出力さ
れます。

• CCC：Component Container

• CTM：Component Transaction Monitor

• HWS：HTTP Server

• MNG：Management Server

• PRF：Performance Tracer

固有

pid 発生プロセス
ID

監査事象が発生したプロセスのプロセス ID が出力されます。 共通

2　システムの監査で使用されるメッセージの概要
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出力項目
名 出力項目の意味 詳細 共通／固有

ocp:host 発生場所 監査事象が発生したホストの名称が出力されます。ただし，発生場
所の情報が取得できなかった場合，「(null)」が出力されます。

共通

ctgry 監査事象の種別 監査事象の種別が，次のとおり分類されて出力されます。

StartStop
サーバ，プロセス，サービスなどの起動・終了を示す事象です。

Authentication
ログイン，ログアウトなど，Management Server への管理者
ID と管理者パスワードによる認証が実行されたことを示す事象
です。

ConfigurationAccess
設定および構成の変更，構成情報の参照を示す事象です。

Failure
ソフトウェアの異常を示す事象です。

固有

result 監査事象の結果 監査事象の結果（成功・失敗・発生）が，次の形式で出力されます。

Success
監査事象の成功を示します。

Failure
監査事象の失敗を示します。

Occurrence
成功および失敗の区別がない事象の発生を示します。

固有

subj:uid サブジェクト識
別情報（アカウ
ント識別子の場
合）

監査事象を発生させたものがアカウント情報に割り付けられている
場合，アカウント識別子（ユーザ ID など）が出力されます。

固有

subj:euid サブジェクト識
別情報（OS の
アカウントの場
合）

監査事象を発生させたものが，OS が提供するアカウント情報に割り
付けられている場合，OS のアカウント※2 が出力されます。ただし，
サブジェクト識別情報が取得できなかった場合，「(null)」が出力さ
れます。

固有

obj オブジェクト情
報

監査事象となった操作の対象の情報が，「"」で囲まれた形式で出力
されます。

固有

op 動作情報 監査事象となった操作の種別が，「"」で囲まれた次の形式で出力さ
れます。

Start
起動を示します。

Stop
停止を示します。

Login
ログインを示します。

Logout
ログアウトを示します。

Logon
ログオンを示します。

固有

2　システムの監査で使用されるメッセージの概要
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出力項目
名 出力項目の意味 詳細 共通／固有

op 動作情報 Logoff
ログオフを示します。

Refer
設定情報の参照を示します。

Add
設定情報の追加を示します。

Update
設定情報の更新を示します。

Delete
設定情報の削除を示します。

Occur
障害などの発生を示します。

固有

objloc オブジェクトロ
ケーション情報

オブジェクトロケーション情報が出力されます。 固有

to:host リクエスト送信
先ホスト

監査事象が複数のプログラム間で連携して動作するリクエストと関
連する場合に，リクエストの送信先のホストの情報が出力されます。

固有

to:port リクエスト送信
先ポート番号

監査事象が複数のプログラム間で連携して動作するリクエストと関
連する場合に，リクエストの送信先のポート番号が出力されます。

固有

msg 自由記述 監査事象の内容を示す文章が出力されます。 固有

（凡例）
共通：すべてのメッセージで共通の項目であることを示します。
固有：メッセージごとに固有の項目であることを示します。メッセージごとに固有の項目の詳細については，3 章以
降に記載されたそれぞれのメッセージの説明を参照してください。

注※1　タイムゾーンは，Coordinated Universal Time（UTC）からの時差で表示されます。表示形式を次に示しま
す。

• +hh :mm ：UTC からhh 時間mm 分進んでいる

• -hh :mm ：UTC からhh 時間mm 分遅れている

• Z ：UTC と同じ
（例）日本の場合：+09:00

注※2　OS のアカウントには，Windows の場合はユーザ名が，UNIX の場合は，実効ユーザ ID が出力されます。

2　システムの監査で使用されるメッセージの概要
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2.4　メッセージの記述形式
ここでは，システムの監査で使用されるメッセージのこのマニュアルでの記述形式について説明します。

監査で使用されるメッセージの記述形式を次に示します。

XXXXnnnnn-Y

メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

メッセージの出力項目名 メッセージの出力項目の意味 メッセージの出力内容

可変値に関する説明

コマンド
メッセージが出力される契機となるコマンド

出力ポイント
メッセージが出力されるタイミング

次に，各項目について説明します。

XXXXnnnnn
メッセージ ID を表します。
メッセージ ID を構成する要素について，次に説明します。

XXXX
メッセージを出力した構成ソフトウェアまたは機能を示す ID（プリフィックス）を表します。プリ
フィックスは英字 4 文字で示します。

nnnnn
メッセージを出力したプログラムで管理するメッセージ番号を表します。それぞれのメッセージに
は，5 けたの固有の番号が付いています。

Y
メッセージのレベルを表します。メッセージのレベルは英字 1 文字で示します。
メッセージのレベルを示す文字とその意味を次に示します。

E（Error）
エラーレベルのトラブルが発生したことを通知するメッセージです。
このメッセージが出力されたときは，処理を中断します。

W（Warning）
警告レベルのトラブルが発生したことを通知するメッセージです。
メッセージが出力されたあとも処理を続行します。

I（Information）
システムの動作を通知するメッセージです。
メッセージが出力されたあとも処理を続行します。

メッセージの内容
メッセージに出力される項目の内容を表に示します。

2　システムの監査で使用されるメッセージの概要
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ここでは，メッセージごとに固有の意味を持つ項目，または固有の値が出力される項目について説明し
ます。すべてのメッセージで共通の意味を持つ項目，または共通の値が出力される項目については，

「2.3　メッセージの出力項目」の「表 2-1　監査で使用されるメッセージの出力項目」を参照してくだ
さい。

可変値に関する説明
メッセージテキストの自由記述中の可変値に表示される情報を「xx....xx：表示される情報」（xx は英小
文字）の形式で示します。可変値に関する説明の記述例を次に示します。

（例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

コマンド
メッセージが出力される契機となるコマンドを示します。
メッセージが出力されるコマンドについては，マニュアル「アプリケーションサーバ 機能解説 運用／
監視／連携編」の「6.6　監査ログを出力するコマンド・操作一覧」を参照してください。

出力ポイント
メッセージが出力されるタイミングを示します。
メッセージが出力されるタイミングについては，マニュアル「アプリケーションサーバ 機能解説 運用
／監視／連携編」の「6.7　監査ログの出力ポイント」を参照してください。

2　システムの監査で使用されるメッセージの概要
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3 KAWS（HTTP Server が出力する
監査ログメッセージ）
この章では，システムの監査で使用する KAWS で始まる監査ログメッセージ
について説明します。
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3.1　KAWS10000 から KAWS19999 までのメッセー
ジ

HTTP Server が出力する KAWS10000 から KAWS19999 までのメッセージについて説明します。

KAWS10001-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10001-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now start the Web server 'bb....bb' by using the httpsd.

説明
aa....aa が httpsd コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の起動を開始しま
す。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
次の方法による起動処理の開始時

• スタートメニューからの起動

• -k start オプションを使用した起動

KAWS10002-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10002-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

3　KAWS（HTTP Server が出力する監査ログメッセージ）
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa successfully started the Web server 'bb....bb' by using the
httpsd.

説明
aa....aa が httpsd コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の起動に成功しま
した。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
次の方法による起動処理の終了時

• スタートメニューからの起動

• -k start オプションを使用した起動

KAWS10003-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10003-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to start the Web server 'bb....bb' by using the
httpsd has failed.

説明
aa....aa が httpsd コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の起動に失敗しま
した。

3　KAWS（HTTP Server が出力する監査ログメッセージ）
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
次の方法による起動処理の終了時

• スタートメニューからの起動

• -k start オプションを使用した起動

KAWS10004-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10004-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now start Cosminexus HTTP Server.

説明
aa....aa が HTTP Server の起動を開始します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの起動処理の開始時

3　KAWS（HTTP Server が出力する監査ログメッセージ）
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KAWS10005-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10005-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa started the Web server 'bb....bb' successfully.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の起動に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの起動処理の終了時

KAWS10006-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10006-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to start Cosminexus HTTP Server has failed.

説明
aa....aa が HTTP Server の起動に失敗しました。

3　KAWS（HTTP Server が出力する監査ログメッセージ）
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの起動処理の終了時

KAWS10007-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10007-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now start Cosminexus HTTP Server.

説明
aa....aa が HTTP Server の起動を開始します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの起動処理の開始時

KAWS10008-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10008-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa started Cosminexus HTTP Server successfully.

説明
aa....aa が HTTP Server の起動に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの起動処理の終了時

KAWS10009-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10009-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to start Cosminexus HTTP Server has failed.

説明
aa....aa が HTTP Server の起動に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd
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出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの起動処理の終了時

KAWS10010-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10010-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now stop the Web server 'bb....bb' by using the httpsd.

説明
aa....aa が httpsd コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の停止を開始しま
す。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
次の方法による停止処理の開始時

• スタートメニューからの停止

• -k stop オプションを使用した停止

KAWS10011-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10011-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa successfully stopped the Web server 'bb....bb' by using the
httpsd.

説明
aa....aa が httpsd コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の停止に成功しま
した。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
次の方法による停止処理の終了時

• スタートメニューからの停止

• -k stop オプションを使用した停止

KAWS10012-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10012-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to stop the Web server 'bb....bb' by using the
httpsd has failed.

説明
aa....aa が httpsd コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の停止に失敗しま
した。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
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bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
次の方法による停止処理の終了時

• スタートメニューからの停止

• -k stop オプションを使用した停止

KAWS10013-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10013-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now stop the Web server 'bb....bb'.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の停止を開始します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの停止処理の開始時

KAWS10014-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10014-I
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa stopped the Web server 'bb....bb' successfully.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の停止に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの停止処理の終了時

KAWS10015-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10015-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to stop the Web server 'bb....bb' has failed.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の停止に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

3　KAWS（HTTP Server が出力する監査ログメッセージ）

23



「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの停止処理の終了時

KAWS10016-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10016-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now stop Cosminexus HTTP Server.

説明
aa....aa が HTTP Server の停止を開始します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの停止処理の開始時

KAWS10017-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10017-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa stopped Cosminexus HTTP Server successfully.

説明
aa....aa が HTTP Server の停止に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの停止処理の終了時

KAWS10018-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10018-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to stop Cosminexus HTTP Server has failed.

説明
aa....aa が HTTP Server の停止に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの停止処理の終了時
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KAWS10019-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10019-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now restart the Web server 'bb....bb' by using the httpsd.

説明
aa....aa が httpsd コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の再起動を開始し
ます。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
次の方法による再起動処理の開始時

• スタートメニューからの再起動

• -k restart オプションを使用した再起動

KAWS10020-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10020-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Start
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa successfully restarted the Web server 'bb....bb' by using the
httpsd.

説明
aa....aa が httpsd コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の再起動に成功し
ました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
次の方法による再起動処理の終了時

• スタートメニューからの再起動

• -k restart オプションを使用した再起動

KAWS10021-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10021-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to restart the Web server 'bb....bb' by using the
httpsd has failed.

説明
aa....aa が httpsd コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の再起動に失敗し
ました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
httpsd

出力ポイント
次の方法による再起動処理の終了時

• スタートメニューからの再起動

• -k restart オプションを使用した再起動

KAWS10022-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10022-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now restart the Web server 'bb....bb'.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の再起動を開始します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの再起動処理の開始時

KAWS10023-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10023-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa restarted the Web server 'bb....bb' successfully.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の再起動に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの再起動処理の終了時

KAWS10024-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10024-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to restart the Web server 'bb....bb' has failed.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の再起動に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd
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出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの再起動処理の終了時

KAWS10025-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10025-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now gracefully stop the Web server 'bb....bb' by using the
httpsd.

説明
aa....aa が httpsd コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の計画停止を開始
します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
次の方法による計画停止処理の開始時

• -k gracefulstop オプションを使用した計画停止

KAWS10026-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10026-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa gracefully stopped the Web server 'bb....bb' by using the
httpsd.

説明
aa....aa が httpsd コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の計画停止に成功
しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
次の方法による計画停止処理の終了時

• -k gracefulstop オプションを使用した計画停止

KAWS10027-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10027-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to gracefully stop the Web server 'bb....bb' by
using the httpsd has failed.

説明
aa....aa が httpsd コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の計画停止に失敗
しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
httpsd

出力ポイント
次の方法による計画停止処理の終了時

• -k gracefulstop オプションを使用した計画停止

KAWS10028-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10028-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now gracefully stop the Web server 'bb....bb'.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の計画停止を開始します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの計画停止処理の開始時

KAWS10029-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10029-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa gracefully stopped the Web server 'bb....bb'.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の計画停止に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの計画停止処理の終了時

KAWS10030-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10030-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to gracefully stop the Web server 'bb....bb' has
failed.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の計画停止に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd
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出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの計画停止処理の終了時

KAWS10101-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10101-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now create the Cosminexus HTTP Server daemon process.

説明
aa....aa が HTTP Server のデーモンプロセスを生成します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の起動処理の開始時

KAWS10102-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10102-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa created the Cosminexus HTTP Server daemon process
successfully.

説明
aa....aa が HTTP Server のデーモンプロセスの生成に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の起動処理の終了時

KAWS10103-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10103-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to create the Cosminexus HTTP Server daemon
process has failed.

説明
aa....aa が HTTP Server のデーモンプロセスの生成に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の起動処理の終了時
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KAWS10104-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10104-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now send a restart signal to Cosminexus HTTP Server.

説明
aa....aa が HTTP Server に再起動（restart）シグナルを送信します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
httpsdctl restart による再起動処理の開始時

KAWS10105-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10105-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa sent a restart signal to Cosminexus HTTP Server successfully.

説明
aa....aa が HTTP Server に再起動（restart）シグナルを正しく送信しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
httpsdctl restart による再起動処理の終了時

KAWS10106-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10106-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to send a restart signal to Cosminexus HTTP
Server

説明
aa....aa が HTTP Server への再起動（restart）シグナルの送信に失敗しまし
た。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
httpsdctl restart による再起動処理の終了時

KAWS10107-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10107-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

3　KAWS（HTTP Server が出力する監査ログメッセージ）

37



出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now send a graceful restart signal to Cosminexus HTTP
Server.

説明
aa....aa が HTTP Server に再起動（graceful）シグナルを送信します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
httpsdctl graceful による再起動処理の開始時

KAWS10108-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10108-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa sent a graceful restart signal to Cosminexus HTTP Server
successfully.

説明
aa....aa が HTTP Server に再起動（graceful）シグナルを正しく送信しまし
た。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
httpsd

出力ポイント
httpsdctl graceful による再起動処理の終了時

KAWS10109-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10109-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to send a graceful restart signal to Cosminexus
HTTP Server has failed.

説明
aa....aa が HTTP Server への再起動（graceful）シグナルの送信に失敗しま
した。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
httpsdctl graceful による再起動処理の終了時

KAWS10110-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10110-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now send a stop signal to Cosminexus HTTP Server.

説明
aa....aa が HTTP Server に停止シグナルを送信します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
httpsdctl stop による停止処理の開始時

KAWS10111-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10111-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa sent a stop signal to Cosminexus HTTP Server successfully.

説明
aa....aa が HTTP Server に停止シグナルを正しく送信しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
httpsdctl stop による停止処理の終了時
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KAWS10112-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10112-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to send a stop signal to Cosminexus HTTP
Server has failed.

説明
aa....aa が HTTP Server への停止シグナルの送信に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
httpsdctl stop による停止処理の終了時

KAWS10113-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10113-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now send a graceful stop signal to Cosminexus HTTP
Server.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa が HTTP Server に計画停止シグナルを送信します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
httpsdctl gracefulstop による計画停止処理の開始時

KAWS10114-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10114-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa sent a graceful stop signal to Cosminexus HTTP Server
successfully.

説明
aa....aa が HTTP Server に計画停止シグナルを正しく送信しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
httpsdctl gracefulstop による計画停止処理の終了時
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KAWS10115-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10115-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to send a graceful stop signal to Cosminexus
HTTP Server has failed.

説明
aa....aa が HTTP Server への計画停止シグナルの送信に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
httpsdctl gracefulstop による計画停止処理の終了時

KAWS10116-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10116-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa created the Cosminexus HTTP Server process successfully.

説明
aa....aa が HTTP Server のプロセス生成に成功しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
httpsdctl restart による再起動処理の終了時

KAWS10117-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10117-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to create the Cosminexus HTTP Server process
has failed.

説明
aa....aa が HTTP Server のプロセス生成に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
httpsdctl restart による再起動処理の終了時

KAWS10118-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10118-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa created the Cosminexus HTTP Server process successfully.

説明
aa....aa が HTTP Server のプロセス生成に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
httpsdctl graceful による再起動処理の終了時

KAWS10119-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10119-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to create the Cosminexus HTTP Server process
has failed.

説明
aa....aa が HTTP Server のプロセス生成に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd
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出力ポイント
httpsdctl graceful による再起動処理の終了時

KAWS10151-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10151-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now start Cosminexus HTTP Server.

説明
aa....aa が HTTP Server の起動を開始します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの起動処理の開始時

KAWS10152-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10152-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa started Cosminexus HTTP Server successfully.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa が HTTP Server の起動に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの起動処理の終了時

KAWS10153-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10153-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to start Cosminexus HTTP Server has failed.

説明
aa....aa が HTTP Server の起動に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの起動処理の終了時
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KAWS10154-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10154-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now restart Cosminexus HTTP Server.

説明
aa....aa が HTTP Server の再起動（restart）を開始します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの再起動処理（restart）の開始時

KAWS10155-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10155-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa restarted Cosminexus HTTP Server successfully.

説明
aa....aa が HTTP Server の再起動（restart）に成功しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの再起動処理（restart）の終了時

KAWS10156-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10156-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to restart Cosminexus HTTP Server has failed.

説明
aa....aa が HTTP Server の再起動（restart）に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの再起動処理（restart）の終了時

KAWS10157-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10157-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

3　KAWS（HTTP Server が出力する監査ログメッセージ）

49



出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now gracefully restart Cosminexus HTTP Server.

説明
aa....aa が HTTP Server の再起動（graceful）を開始します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの再起動処理（graceful）の開始時

KAWS10158-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10158-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa gracefully restarted Cosminexus HTTP Server.

説明
aa....aa が HTTP Server の再起動（graceful）に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd
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出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの再起動処理（graceful）の終了時

KAWS10159-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10159-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to gracefully restart Cosminexus HTTP Server
has failed.

説明
aa....aa が HTTP Server の再起動（graceful）に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの再起動処理（graceful）の終了時

KAWS10160-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10160-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Stop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now stop Cosminexus HTTP Server.

説明
aa....aa が HTTP Server を停止します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの停止処理の開始時

KAWS10161-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10161-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa stopped Cosminexus HTTP Server successfully.

説明
aa....aa が HTTP Server の停止に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの停止処理の終了時
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KAWS10162-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10162-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to stop Cosminexus HTTP Server has failed.

説明
aa....aa が HTTP Server の停止に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの停止処理の終了時

KAWS10163-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10163-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now gracefully stop Cosminexus HTTP Server.

説明
aa....aa が HTTP Server の計画停止を開始します。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの計画停止処理の開始時

KAWS10164-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10164-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa gracefully stopped Cosminexus HTTP Server.

説明
aa....aa が HTTP Server の計画停止に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの計画停止処理の終了時

KAWS10165-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10165-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 HTTP Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to gracefully stop Cosminexus HTTP Server has
failed.

説明
aa....aa が HTTP Server の計画停止に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
httpsd

出力ポイント
HTTP Server の制御プロセスの計画停止処理の終了時

KAWS10501-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10501-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 httpsd.conf

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now update the httpsd.conf file of the Web server
'bb....bb'.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の httpsd.conf の更新を開始します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
HTTP Server の設定ファイル編集コマンド

出力ポイント
httpsd.conf の更新処理の開始時

KAWS10502-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10502-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 httpsd.conf

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa updated the httpsd.conf file of the Web server 'bb....bb'
successfully.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の httpsd.conf の更新に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
HTTP Server の設定ファイル編集コマンド

出力ポイント
httpsd.conf の更新処理の終了時

KAWS10503-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10503-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 httpsd.conf
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to update the httpsd.conf file of the Web server
'bb....bb' has failed.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の httpsd.conf の更新に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
HTTP Server の設定ファイル編集コマンド

出力ポイント
httpsd.conf の更新処理の終了時

KAWS10504-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10504-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 httpsd.conf

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now reference the httpsd.conf file of the Web server
'bb....bb'.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の httpsd.conf の参照を開始します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
HTTP Server の設定ファイル編集コマンド
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出力ポイント
httpsd.conf の参照処理の開始時

KAWS10505-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10505-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 httpsd.conf

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa referenced the httpsd.conf file of the Web server 'bb....bb'
successfully.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の httpsd.conf の参照に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
HTTP Server の設定ファイル編集コマンド

出力ポイント
httpsd.conf の参照処理の終了時

KAWS10506-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10506-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 httpsd.conf

op 動作情報 Refer
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to reference the httpsd.conf file of the Web
server 'bb....bb' has failed.

説明
aa....aa が Web サーバ名 bb....bb の httpsd.conf の参照に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
HTTP Server の設定ファイル編集コマンド

出力ポイント
httpsd.conf の参照処理の終了時

KAWS10601-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10601-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Add

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now create the environment of the Web server 'bb....bb' by
using the hwsserveredit.

説明
aa....aa が hwsserveredit コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の環境の
作成を開始します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
hwsserveredit
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出力ポイント
hwsserveredit コマンドの処理開始時

KAWS10602-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10602-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Add

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa successfully created the environment of the Web server
'bb....bb' by using the hwsserveredit.

説明
aa....aa が hwsserveredit コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の環境の
作成に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
hwsserveredit

出力ポイント
hwsserveredit コマンドの処理終了時

KAWS10603-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10603-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Add
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to create the environment of the Web server
'bb....bb' by using the hwsserveredit has failed.

説明
aa....aa が hwsserveredit コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の環境の
作成に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
hwsserveredit

出力ポイント
hwsserveredit コマンドの処理終了時

KAWS10604-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10604-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now delete the environment of the Web server 'bb....bb' by
using the hwsserveredit.

説明
aa....aa が hwsserveredit コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の環境の
削除を開始します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
hwsserveredit
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出力ポイント
hwsserveredit コマンドの処理開始時

KAWS10605-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10605-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa successfully deleted the environment of the Web server
'bb....bb' by using the hwsserveredit.

説明
aa....aa が hwsserveredit コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の環境の
削除に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
hwsserveredit

出力ポイント
hwsserveredit コマンドの処理終了時

KAWS10606-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10606-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Delete
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to delete the environment of the Web server
'bb....bb' by using the hwsserveredit has failed.

説明
aa....aa が hwsserveredit コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の環境の
削除に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
hwsserveredit

出力ポイント
hwsserveredit コマンドの処理終了時

KAWS10607-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10607-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa will now check the environment of the Web server 'bb....bb' by
using the hwsserveredit.

説明
aa....aa が hwsserveredit コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の環境の
確認を開始します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
hwsserveredit
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出力ポイント
hwsserveredit コマンドの処理開始時

KAWS10608-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10608-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa successfully checked the environment of the Web server
'bb....bb' by using the hwsserveredit.

説明
aa....aa が hwsserveredit コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の環境の
確認に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
hwsserveredit

出力ポイント
hwsserveredit コマンドの処理終了時

KAWS10609-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KAWS10609-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web サーバ名>

op 動作情報 Refer
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to check the environment of the Web server
'bb....bb' by using the hwsserveredit has failed.

説明
aa....aa が hwsserveredit コマンドによる Web サーバ名 bb....bb の環境の
確認に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：Web サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
hwsserveredit

出力ポイント
hwsserveredit コマンドの処理終了時
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4 KDJE（Component Container が
出力する監査ログメッセージ）
この章では，システムの監査で使用する KDJE で始まる監査ログメッセージ
について説明します。
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4.1　KDJE54100 から KDJE54399 までのメッセージ
Component Container が出力する KDJE54100 から KDJE54399 までの監査ログメッセージについて説
明します。

KDJE54100-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54100-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add または Delete※1

msg 自由記述※2 メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjsetup と引数

注※1　
cjsetup コマンドのオプションに-d が指定されている場合は Delete，-d が指定されていない場合は
Add が出力されます。

注※2　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetup

出力ポイント
実行直後

KDJE54101-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54101-I
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add，または Delete※

msg 自由記述 メッセージ本文
The command (cjsetup) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjsetup）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

注※　
cjsetup コマンドのオプションに-d が指定されている場合は Delete，-d が指定されていない場合は
Add が出力されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetup

出力ポイント
終了直前（成功）

KDJE54102-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54102-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add または Delete※

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (cjsetup) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjsetup）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
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注※　
cjsetup コマンドのオプションに-d が指定されている場合は Delete，-d が指定されていない場合は
Add が出力されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetup

出力ポイント
終了直前（失敗）

KDJE54103-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54103-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Application Server のインストールディレクトリ>\CC

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjenvsetup と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjenvsetup

出力ポイント
実行直後

KDJE54104-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54104-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

4　KDJE（Component Container が出力する監査ログメッセージ）

70



出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Application Server のインストールディレクトリ>\CC

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
The command (cjenvsetup) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjenvsetup）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjenvsetup

出力ポイント
終了直前（成功）

KDJE54105-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54105-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Application Server のインストールディレクトリ>\CC

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (cjenvsetup) has
failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjenvsetup）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjenvsetup

出力ポイント
終了直前（失敗）

KDJE54106-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54106-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Application Server のインストールディレクトリ>\CC

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjenvupdate と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjenvupdate

出力ポイント
実行直後

KDJE54107-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54107-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Application Server のインストールディレクトリ>\CC

4　KDJE（Component Container が出力する監査ログメッセージ）

72



出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
The command (cjenvupdate) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjenvupdate）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjenvupdate

出力ポイント
終了直前（成功）

KDJE54108-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54108-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Application Server のインストールディレクトリ>\CC

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (cjenvupdate) has
failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjenvupdate）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjenvupdate

出力ポイント
終了直前（失敗）
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KDJE54109-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54109-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Application Server のインストールディレクトリ>\CC

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjrarupdate と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjrarupdate

出力ポイント
実行直後

KDJE54110-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54110-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Application Server のインストールディレクトリ>\CC

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
The command (cjrarupdate) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjrarupdate）が成功しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjrarupdate

出力ポイント
終了直前（成功）

KDJE54111-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54111-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Application Server のインストールディレクトリ>\CC

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (cjrarupdate) has
failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjrarupdate）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjrarupdate

出力ポイント
終了直前（失敗）

KDJE54112-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54112-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjstartsv と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartsv

出力ポイント
実行直後

KDJE54113-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54113-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa started the server (bb....bb). (command name = cjstartsv)

説明
aa....aa がサーバ（bb....bb）を開始しました（コマンド名 = cjstartsv）。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
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bb....bb：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartsv

出力ポイント
J2EE サーバ開始直後（成功）

KDJE54114-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54114-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
The command (cjstartsv) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjstartsv）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartsv

出力ポイント
終了直前（成功）

KDJE54115-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54115-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (cjstartsv) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjstartsv）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartsv

出力ポイント
終了直前（失敗）

KDJE54116-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54116-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjstopsv と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjstopsv

出力ポイント
実行直後

KDJE54117-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54117-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
The command (cjstopsv) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjstopsv）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopsv

出力ポイント
終了直前（成功）

KDJE54118-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54118-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Stop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (cjstopsv) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjstopsv）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopsv

出力ポイント
終了直前（失敗）

KDJE54119-W
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54119-W

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
A timeout occurred for the command (cjstopsv) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjstopsv）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopsv

出力ポイント
タイムアウト直後
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KDJE54120-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54120-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjstartrecover と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartrecover

出力ポイント
実行直後

KDJE54121-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54121-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
The command (cjstartrecover) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjstartrecover）が成功しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartrecover

出力ポイント
終了直前（成功）

KDJE54122-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54122-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (cjstartrecover) has
failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjstartrecover）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartrecover

出力ポイント
終了直前（失敗）

KDJE54123-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54123-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjdumpsv と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdumpsv

出力ポイント
実行直後

KDJE54124-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54124-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
The command (cjdumpsv) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjdumpsv）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjdumpsv

出力ポイント
終了直前（成功）

KDJE54125-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54125-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (cjdumpsv) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjdumpsv）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdumpsv

出力ポイント
終了直前（失敗）

KDJE54126-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54126-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Start
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (bb....bb) started by aa....aa stopped successfully.

説明
aa....aa の開始したサーバ（bb....bb）は正常に終了しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartsv

出力ポイント
J2EE サーバ終了直前（正常）

KDJE54127-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54127-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (bb....bb) started by aa....aa stopped abnormally.

説明
aa....aa の開始したサーバ（bb....bb）は正常に終了しませんでした。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartsv

出力ポイント
J2EE サーバ終了直前（異常）
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KDJE54129-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54129-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Java アプリケーションクラス名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjclstartap と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjclstartap

出力ポイント
実行直後

KDJE54130-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54130-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Java アプリケーションクラス名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
The command (cjclstartap) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjclstartap）が成功しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjclstartap

出力ポイント
終了直前（成功）

KDJE54131-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54131-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Java アプリケーションクラス名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (cjclstartap) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjclstartap）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjclstartap

出力ポイント
終了直前（失敗）

KDJE54132-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54132-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <プロセス ID>

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjcldumpap と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjcldumpap

出力ポイント
実行直後

KDJE54133-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54133-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <プロセス ID>

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
The command (cjcldumpap) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjcldumpap）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjcldumpap
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出力ポイント
終了直前（成功）

KDJE54134-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54134-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <プロセス ID>

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (cjcldumpap) has
failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjcldumpap）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjcldumpap

出力ポイント
終了直前（失敗）

KDJE54135-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54135-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <ログ出力先ディレクトリ名称>

op 動作情報 Delete
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjdellog と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjcldellog

出力ポイント
実行直後

KDJE54136-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54136-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <ログ出力先ディレクトリ名称>

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 メッセージ本文
The command (cjdellog) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjdellog）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjcldellog

出力ポイント
終了直前（成功）
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KDJE54137-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54137-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <ログ出力先ディレクトリ名称>

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (cjdellog) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（cjdellog）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjcldellog

出力ポイント
終了直前（失敗）

KDJE54138-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54138-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received a request from the command (cjstopsv).

説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（cjstopsv）からリクエストを受信しました。
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（凡例）
aa....aa：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopsv

出力ポイント
受信直後

KDJE54139-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54139-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) replied to the command (cjstopsv).

説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（cjstopsv）に応答しました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopsv

出力ポイント
送信直後（成功）

KDJE54140-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54140-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by the server (aa....aa) to send the response to the
command (cjstopsv) has failed.

説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（cjstopsv）への応答に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopsv

出力ポイント
送信直後（失敗）

KDJE54141-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54141-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received the start request for the command
(bb....bb).

説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（bb....bb）の開始要求を受け付けました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名
bb....bb：コマンド名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
開始要求の受付直後

KDJE54142-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54142-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received the end notification for the command
(bb....bb).

説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（bb....bb）の終了通知を受け付けました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名
bb....bb：コマンド名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
終了通知の受付直後

KDJE54143-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54143-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received the start request for the command
(bb....bb).

説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（bb....bb）の開始要求を受け付けました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名
bb....bb：コマンド名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
開始要求の受付直後

KDJE54144-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54144-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received the end notification for the command
(bb....bb).

説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（bb....bb）の終了通知を受け付けました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名
bb....bb：コマンド名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド
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出力ポイント
終了通知の受付直後

KDJE54145-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54145-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received the start request for the command
(bb....bb).

説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（bb....bb）の開始要求を受け付けました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名
bb....bb：コマンド名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
開始要求の受付直後

KDJE54146-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54146-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received the end notification for the command
(bb....bb).

説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（bb....bb）の終了通知を受け付けました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名
bb....bb：コマンド名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
終了通知の受付直後

KDJE54147-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54147-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received the start request for the command
(bb....bb).

説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（bb....bb）の開始要求を受け付けました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名
bb....bb：コマンド名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
開始要求の受付直後
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KDJE54148-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54148-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received the end notification for the command
(bb....bb).

説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（bb....bb）の終了通知を受け付けました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名
bb....bb：コマンド名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
終了通知の受付直後

KDJE54149-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54149-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received the start request for the command
(bb....bb).
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（bb....bb）の開始要求を受け付けました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名
bb....bb：コマンド名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
開始要求の受付直後

KDJE54150-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54150-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received the end notification for the command
(bb....bb).

説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（bb....bb）の終了通知を受け付けました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名
bb....bb：コマンド名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
終了通知の受付直後
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KDJE54151-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54151-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received the start request for the command
(bb....bb).

説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（bb....bb）の開始要求を受け付けました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名
bb....bb：コマンド名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
開始要求の受付直後

KDJE54152-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54152-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received the end notification for the command
(bb....bb).
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（bb....bb）の終了通知を受け付けました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名
bb....bb：コマンド名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
終了通知の受付直後

KDJE54153-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54153-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received a request from the command (cjresetsv).

説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（cjresetsv）からリクエストを受信しました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjresetsv

出力ポイント
受信直後
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KDJE54154-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54154-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) replied to the command (cjresetsv).

説明
サーバ（aa....aa）がコマンド（cjresetsv）に応答しました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjresetsv

出力ポイント
送信直前

KDJE54155-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54155-E

ctgry 監査事象の種別 Failure

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

op 動作情報 Occur

msg 自由記述 メッセージ本文
A memory shortage occurred.

説明
メモリが不足しています。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
<Application Server のインストールディレクトリ>\CC\client\bin 以下，または<Application
Server のインストールディレクトリ>\CC\server\bin 以下に格納されているコマンド

出力ポイント
メモリ不足終了直前

KDJE54156-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54156-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Java アプリケーションクラス名

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjexecjob と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjexecjob

出力ポイント
実行直後

KDJE54157-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54157-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

obj オブジェクト情報 Java アプリケーションクラス名

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
The command (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjexecjob

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjexecjob

出力ポイント
終了直前（成功）

KDJE54158-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54158-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Java アプリケーションクラス名

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjexecjob

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjexecjob
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出力ポイント
終了直前（失敗）

KDJE54159-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54159-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received a start request for the batch application.

説明
サーバ（aa....aa）がバッチアプリケーションの開始要求を受信しました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjexecjob

出力ポイント
受信直後

KDJE54160-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54160-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
The batch application started by the server (aa....aa) ended normally.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
サーバ（aa....aa）の開始したバッチアプリケーションが正常終了しました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjexecjob

出力ポイント
結果送信直前（成功）

KDJE54161-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54161-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
The batch application started by the server (aa....aa) ended
abnormally.

説明
サーバ（aa....aa）の開始したバッチアプリケーションが異常終了しました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjexecjob

出力ポイント
結果送信直前（失敗）
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KDJE54162-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54162-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名またはスケジュールグループ名

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjkilljob と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjkilljob

出力ポイント
実行直後

KDJE54163-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54163-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名またはスケジュールグループ名

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
The command (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が成功しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjkilljob

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjkilljob

出力ポイント
終了直前（成功）

KDJE54164-W
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54164-W

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名またはスケジュールグループ名

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjkilljob

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjkilljob

出力ポイント
終了直前（失敗）

KDJE54165-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54165-I
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received a stop request for the batch application.

説明
サーバ（aa....aa）がバッチアプリケーションの停止要求を受信しました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjkilljob

出力ポイント
受信直後

KDJE54166-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54166-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
The batch application started by the server (aa....aa) was stopped.

説明
サーバ（aa....aa）の開始したバッチアプリケーションが停止しました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjkilljob

出力ポイント
結果送信直前（成功）

KDJE54167-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54167-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt to stop the batch application started by the server (aa....aa)
has failed.

説明
サーバ（aa....aa）の開始したバッチアプリケーションが停止に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjkilljob

出力ポイント
結果送信直前（失敗）

KDJE54168-W
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54168-W

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Java アプリケーションクラス名
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
The command bb....bb executed by aa....aa timed out.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjexecjob と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjexecjob

出力ポイント
タイムアウト直後

KDJE54169-W
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54169-W

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名またはスケジュールグループ名

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
The command bb....bb executed by aa....aa timed out.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjkilljob と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjkilljob

出力ポイント
タイムアウト直後
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KDJE54170-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54170-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名またはスケジュールグループ名

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executes the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）の実行を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjlistjob と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistjob

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54171-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54171-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名またはスケジュールグループ名

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
The command (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が成功しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjlistjob と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistjob

出力ポイント
成功時

KDJE54172-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54172-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名またはスケジュールグループ名

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjlistjob と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistjob

出力ポイント
失敗時

KDJE54173-W
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54173-W
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名またはスケジュールグループ名

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
The command bb....bb executed by aa....aa timed out.

説明
aa....aa の実行したコマンド bb....bb がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：cjlistjob と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistjob

出力ポイント
タイムアウト直後

KDJE54174-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54174-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
The server (aa....aa) received a display request for a list of batch
applications.

説明
サーバ（aa....aa）がバッチアプリケーションのリストの表示要求を受信しま
した。

（凡例）
aa....aa：サーバ名
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「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistjob

出力ポイント
受信直後

KDJE54175-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54175-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 サーバ名

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
The information of batch applications started by the server (aa....aa)
were acquired.

説明
サーバ（aa....aa）の開始したバッチアプリケーションを表示しました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistjob

出力ポイント
結果送信直前（成功）

KDJE54176-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54176-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

obj オブジェクト情報 サーバ名

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
An attempt to acquire the information of batch applications started by
the server (aa....aa) has failed.

説明
サーバ（aa....aa）の開始したバッチアプリケーションの表示に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistjob

出力ポイント
結果送信直前（失敗）
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4.2　KDJE54400 から KDJE54499 までのメッセージ
Component Container が出力する KDJE54400 から KDJE54499 までの監査ログメッセージについて説
明します。

KDJE54400-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54400-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportapp

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54401-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54401-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportapp

出力ポイント
成功時

KDJE54402-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54402-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportapp

出力ポイント
失敗時

KDJE54403-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54403-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

4　KDJE（Component Container が出力する監査ログメッセージ）

119



出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportapp

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54404-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54404-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ 説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportres

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54405-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54405-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数
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注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportres

出力ポイント
成功時

KDJE54406-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54406-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportres

出力ポイント
失敗時
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KDJE54407-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54407-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportres

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54408-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54408-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportlibjar

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54409-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54409-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportlibjar

出力ポイント
成功時

KDJE54410-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54410-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportlibjar

出力ポイント
失敗時

KDJE54411-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54411-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。
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「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportlibjar

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54412-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54412-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportjb

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54413-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54413-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportjb

出力ポイント
成功時

KDJE54414-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54414-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportjb

出力ポイント
失敗時

KDJE54415-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54415-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportjb

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54416-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54416-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjexportapp

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54417-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54417-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。
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「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjexportapp

出力ポイント
成功時

KDJE54418-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54418-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjexportapp

出力ポイント
失敗時
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KDJE54419-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54419-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjexportapp

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54420-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54420-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjexportrar

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54421-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54421-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjexportrar

出力ポイント
成功時

KDJE54422-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54422-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjexportrar

出力ポイント
失敗時

KDJE54423-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54423-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjexportrar

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54424-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54424-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjaddapp

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54425-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54425-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjaddapp

出力ポイント
成功時

KDJE54426-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54426-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjaddapp

出力ポイント
失敗時

KDJE54427-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54427-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Add
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjaddapp

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54428-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54428-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<EJB-JAR の表示名> | <WAR の表示名
> | <WAR の表示名>/<Fiter の表示名> | <RAR の表示名>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeleteapp

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54429-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54429-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<EJB-JAR の表示名> | <WAR の表示名
> | <WAR の表示名>/<Fiter の表示名> | <RAR の表示名>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeleteapp

出力ポイント
成功時

KDJE54430-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54430-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<EJB-JAR の表示名> | <WAR の表示名
> | <WAR の表示名>/<Fiter の表示名> | <RAR の表示名>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
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また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeleteapp

出力ポイント
失敗時

KDJE54431-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54431-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<EJB-JAR の表示名> | <WAR の表示名
> | <WAR の表示名>/<Fiter の表示名> | <RAR の表示名>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeleteapp
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出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54432-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54432-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<EJB-JAR の表示名> | <WAR の表示名> | <WAR の表示名>/
<Fiter の表示名> | <RAR の表示名>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeleteres

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54433-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54433-I
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<EJB-JAR の表示名> | <WAR の表示名> | <WAR の表示名>/
<Fiter の表示名> | <RAR の表示名>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeleteres

出力ポイント
成功時

KDJE54434-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54434-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<EJB-JAR の表示名> | <WAR の表示名> | <WAR の表示名>/
<Fiter の表示名> | <RAR の表示名>］
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeleteres

出力ポイント
失敗時

KDJE54435-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54435-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<EJB-JAR の表示名> | <WAR の表示名> | <WAR の表示名>/
<Fiter の表示名> | <RAR の表示名>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

4　KDJE（Component Container が出力する監査ログメッセージ）

146



出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeleteres

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54436-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54436-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>,<ライブラリ JAR の表示名>

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数
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注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeletelibjar

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54437-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54437-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>,<ライブラリ JAR の表示名>

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjdeletelibjar

出力ポイント
成功時

KDJE54438-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54438-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>,<ライブラリ JAR の表示名>

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeletelibjar

出力ポイント
失敗時
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KDJE54439-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54439-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>,<ライブラリ JAR の表示名>

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeletelibjar

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54440-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54440-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeletejb

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54441-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54441-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeletejb

出力ポイント
成功時

KDJE54442-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54442-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeletejb

出力ポイント
失敗時

KDJE54443-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54443-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjdeletejb

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54444-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54444-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<上位リソース表示名>［/<下位リソース
表示名>］ | <リソースアダプタ名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetappprop

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54445-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54445-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<上位リソース表示名>［/<下位リソース
表示名>］ | <リソースアダプタ名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetappprop

出力ポイント
成功時

KDJE54446-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54446-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<上位リソース表示名>［/<下位リソース
表示名>］ | <リソースアダプタ名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetappprop

出力ポイント
失敗時

KDJE54447-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54447-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<上位リソース表示名>［/<下位リソース
表示名>］ | <リソースアダプタ名>］

4　KDJE（Component Container が出力する監査ログメッセージ）

156



出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetappprop

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54448-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54448-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<上位リソース表示名>［/<下位リソース表示名>］ | <データ
ソースの表示名> | <メールの表示名> | <リソースアダプタ名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetresprop

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54449-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54449-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<上位リソース表示名>［/<下位リソース表示名>］ | <データ
ソースの表示名> | <メールの表示名> | <リソースアダプタ名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
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bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetresprop

出力ポイント
成功時

KDJE54450-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54450-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<上位リソース表示名>［/<下位リソース表示名>］ | <データ
ソースの表示名> | <メールの表示名> | <リソースアダプタ名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetresprop
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出力ポイント
失敗時

KDJE54451-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54451-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<上位リソース表示名>［/<下位リソース表示名>］ | <データ
ソースの表示名> | <メールの表示名> | <リソースアダプタ名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetresprop

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54452-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54452-I
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetrarprop

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54453-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54453-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Refer
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetrarprop

出力ポイント
成功時

KDJE54454-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54454-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ 説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetrarprop

出力ポイント
失敗時

KDJE54455-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54455-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数
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注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetrarprop

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54456-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54456-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetjbprop

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54457-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54457-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetjbprop

出力ポイント
成功時

KDJE54458-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54458-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetjbprop

出力ポイント
失敗時

KDJE54459-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54459-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetjbprop

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54460-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54460-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<上位リソース表示名>［/<下位リソース
表示名>］ | <リソースアダプタ名>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetappprop

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54461-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54461-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<上位リソース表示名>［/<下位リソース
表示名>］ | <リソースアダプタ名>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
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また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetappprop

出力ポイント
成功時

KDJE54462-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54462-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<上位リソース表示名>［/<下位リソース
表示名>］ | <リソースアダプタ名>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetappprop
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出力ポイント
失敗時

KDJE54463-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54463-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<上位リソース表示名>［/<下位リソース
表示名>］ | <リソースアダプタ名>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetappprop

出力ポイント
タイムアウト時
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KDJE54464-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54464-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<上位リソース表示名>［/<下位リソース表示名>］ | <データ
ソースの表示名> | <メールの表示名> | <リソースアダプタ名>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetresprop

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54465-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54465-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<上位リソース表示名>［/<下位リソース表示名>］ | <データ
ソースの表示名> | <メールの表示名> | <リソースアダプタ名>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetresprop

出力ポイント
成功時

KDJE54466-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54466-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<上位リソース表示名>［/<下位リソース表示名>］ | <データ
ソースの表示名> | <メールの表示名> | <リソースアダプタ名>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

4　KDJE（Component Container が出力する監査ログメッセージ）

172



出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetresprop

出力ポイント
失敗時

KDJE54467-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54467-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<上位リソース表示名>［/<下位リソース表示名>］ | <データ
ソースの表示名> | <メールの表示名> | <リソースアダプタ名>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

4　KDJE（Component Container が出力する監査ログメッセージ）

173



（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetresprop

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54468-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54468-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjsetrarprop

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54469-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54469-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetrarprop

出力ポイント
成功時
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KDJE54470-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54470-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetrarprop

出力ポイント
失敗時

KDJE54471-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54471-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetrarprop

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54472-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54472-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetjbprop

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54473-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54473-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetjbprop

出力ポイント
成功時

KDJE54474-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54474-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjsetjbprop

出力ポイント
失敗時

KDJE54475-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54475-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsetjbprop

出力ポイント
タイムアウト時
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KDJE54476-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54476-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjcopyres

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54477-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54477-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjcopyres

出力ポイント
成功時

KDJE54478-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54478-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjcopyres

出力ポイント
失敗時

KDJE54479-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54479-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjcopyres

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54480-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54480-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>［,<上位リソース表示名>］］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjlistapp

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54481-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54481-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>［,<上位リソース表示名>］］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistapp

出力ポイント
成功時
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KDJE54482-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54482-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>［,<上位リソース表示名>］］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistapp

出力ポイント
失敗時

KDJE54483-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54483-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>［,<上位リソース表示名>］］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistapp

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54484-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54484-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<上位リソース表示名>］

op 動作情報 Refer
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistres

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54485-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54485-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<上位リソース表示名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ 説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistres

出力ポイント
成功時

KDJE54486-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54486-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<上位リソース表示名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数
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注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistres

出力ポイント
失敗時

KDJE54487-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54487-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<上位リソース表示名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjlistres

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54488-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54488-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistrar

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54489-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54489-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistrar

出力ポイント
成功時

KDJE54490-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54490-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistrar

出力ポイント
失敗時

KDJE54491-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54491-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistrar

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54492-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54492-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ 説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistlibjar

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54493-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54493-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数
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注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistlibjar

出力ポイント
成功時

KDJE54494-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54494-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjlistlibjar

出力ポイント
失敗時

KDJE54495-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54495-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistlibjar

出力ポイント
タイムアウト時
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KDJE54496-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54496-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistthread

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54497-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54497-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistthread

出力ポイント
成功時

KDJE54498-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54498-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistthread

出力ポイント
失敗時

KDJE54499-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54499-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ 説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistthread

出力ポイント
タイムアウト時
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4.3　KDJE54500 から KDJE54599 までのメッセージ
Component Container が出力する KDJE54500 から KDJE54599 までの監査ログメッセージ について
説明します。

KDJE54500-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54500-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlisttrn

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54501-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54501-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlisttrn

出力ポイント
成功時

KDJE54502-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54502-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlisttrn

出力ポイント
失敗時

KDJE54503-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54503-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlisttrn

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54504-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54504-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlisttrnfile

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54505-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54505-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjlisttrnfile

出力ポイント
成功時

KDJE54506-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54506-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlisttrnfile

出力ポイント
失敗時
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KDJE54507-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54507-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlisttrnfile

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54508-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54508-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>］［,<リソースアダプタの表示名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistpool

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54509-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54509-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>］［,<リソースアダプタの表示名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistpool

出力ポイント
成功時

KDJE54510-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54510-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>］［,<リソースアダプタの表示名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistpool

出力ポイント
失敗時

KDJE54511-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54511-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>］［,<リソースアダプタの表示名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjlistpool

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54512-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54512-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistjb

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54513-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54513-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistjb

出力ポイント
成功時

KDJE54514-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54514-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

4　KDJE（Component Container が出力する監査ログメッセージ）

213



出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistjb

出力ポイント
失敗時

KDJE54515-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54515-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistjb

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54516-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54516-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>］［,<データソースの表示名> | <メールの
表示名> | <リソースアダプタの表示名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjtestres

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54517-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54517-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>］［,<データソースの表示名> | <メールの
表示名> | <リソースアダプタの表示名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
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また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjtestres

出力ポイント
成功時

KDJE54518-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54518-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>］［,<データソースの表示名> | <メールの
表示名> | <リソースアダプタの表示名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjtestres

4　KDJE（Component Container が出力する監査ログメッセージ）

217



出力ポイント
失敗時

KDJE54519-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54519-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>］［,<データソースの表示名> | <メールの
表示名> | <リソースアダプタの表示名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjtestres

出力ポイント
タイムアウト時
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KDJE54520-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54520-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartapp

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54521-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54521-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartapp

出力ポイント
成功時

KDJE54522-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54522-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Start
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartapp

出力ポイント
失敗時

KDJE54523-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54523-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ 説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartapp

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54524-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54524-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数
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注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopapp

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54525-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54525-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjstopapp

出力ポイント
成功時

KDJE54526-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54526-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopapp

出力ポイント
失敗時
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KDJE54527-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54527-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopapp

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54528-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54528-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartrar

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54529-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54529-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartrar

出力ポイント
成功時

KDJE54530-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54530-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartrar

出力ポイント
失敗時

KDJE54531-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54531-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjstartrar

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54532-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54532-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstoprar

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54533-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54533-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstoprar

出力ポイント
成功時

KDJE54534-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54534-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstoprar

出力ポイント
失敗時

KDJE54535-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54535-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstoprar

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54536-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54536-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjreplaceapp

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54537-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54537-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。
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「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjreplaceapp

出力ポイント
成功時

KDJE54538-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54538-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjreplaceapp

出力ポイント
失敗時
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KDJE54539-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54539-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjreplaceapp

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54540-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54540-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjupdateapp

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54541-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54541-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjupdateapp

出力ポイント
成功時

KDJE54542-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54542-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ 説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjupdateapp

出力ポイント
失敗時

KDJE54543-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54543-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数
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注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjupdateapp

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54544-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54544-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<スレッド ID>［,<スレッド ID>...］

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopthread
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出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54545-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54545-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<スレッド ID>［,<スレッド ID>...］

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopthread

出力ポイント
成功時

KDJE54546-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54546-E
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<スレッド ID>［,<スレッド ID>...］

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopthread

出力ポイント
失敗時

KDJE54547-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54547-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<スレッド ID>［,<スレッド ID>...］

op 動作情報 Stop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopthread

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54548-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54548-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ 説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartjb

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54549-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54549-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数
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注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartjb

出力ポイント
成功時

KDJE54550-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54550-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartjb

出力ポイント
失敗時
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KDJE54551-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54551-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstartjb

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54552-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54552-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopjb

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54553-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54553-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopjb

出力ポイント
成功時

KDJE54554-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54554-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjstopjb

出力ポイント
失敗時

KDJE54555-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54555-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<JavaBeans リソースの表示名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjstopjb

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54556-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54556-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjreloadapp

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54557-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54557-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjreloadapp

出力ポイント
成功時

KDJE54558-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54558-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjreloadapp

出力ポイント
失敗時

KDJE54559-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54559-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjreloadapp

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54560-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54560-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ 説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsuspendpool

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54561-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54561-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数
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注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsuspendpool

出力ポイント
成功時

KDJE54562-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54562-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsuspendpool

出力ポイント
失敗時
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KDJE54563-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54563-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjsuspendpool

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54564-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54564-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjresumepool

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54565-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54565-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjresumepool

出力ポイント
成功時

KDJE54566-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54566-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjresumepool

出力ポイント
失敗時

KDJE54567-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54567-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjresumepool

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54568-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54568-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeployrar

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54569-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54569-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeployrar

出力ポイント
成功時

KDJE54570-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54570-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeployrar

出力ポイント
失敗時

KDJE54571-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54571-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeployrar

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54572-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54572-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjundeployrar

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54573-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54573-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjundeployrar

出力ポイント
成功時

KDJE54574-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54574-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjundeployrar

出力ポイント
失敗時
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KDJE54575-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54575-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<リソースアダプタ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjundeployrar

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54576-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54576-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjaddsec

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54577-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54577-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjaddsec

出力ポイント
成功時

KDJE54578-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54578-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjaddsec

出力ポイント
失敗時

KDJE54579-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54579-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjaddsec

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54580-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54580-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<ユーザ名> | <ロール名>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeletesec

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54581-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54581-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<ユーザ名> | <ロール名>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeletesec

出力ポイント
成功時

KDJE54582-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54582-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<ユーザ名> | <ロール名>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeletesec

出力ポイント
失敗時

KDJE54583-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54583-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,［<ユーザ名> | <ロール名>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjdeletesec

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54584-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54584-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<ユーザ名> | <ロール名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistsec

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54585-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54585-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<ユーザ名> | <ロール名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjlistsec

出力ポイント
成功時

KDJE54586-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54586-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<ユーザ名> | <ロール名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistsec

出力ポイント
失敗時
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KDJE54587-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54587-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<ユーザ名> | <ロール名>］

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjlistsec

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54588-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54588-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<ロール名>,<ユーザ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjmapsec

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54589-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54589-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<ロール名>,<ユーザ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjmapsec

出力ポイント
成功時

KDJE54590-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54590-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<ロール名>,<ユーザ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjmapsec

出力ポイント
失敗時

KDJE54591-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54591-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<ロール名>,<ユーザ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjmapsec

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54592-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54592-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<ロール名>,<ユーザ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjunmapsec

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54593-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54593-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<ロール名>,<ユーザ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjunmapsec

出力ポイント
成功時

KDJE54594-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54594-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<ロール名>,<ユーザ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjunmapsec

出力ポイント
失敗時

KDJE54595-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54595-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<ロール名>,<ユーザ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファ
イルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjunmapsec

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54596-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54596-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjresetsv

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54597-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54597-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjresetsv

出力ポイント
成功時

KDJE54598-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54598-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjresetsv

出力ポイント
失敗時
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KDJE54599-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54599-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjresetsv

出力ポイント
タイムアウト時
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4.4　KDJE54600 から KDJE54999 までのメッセージ
Component Container が出力する KDJE54600 から KDJE54999 までの監査ログメッセージについて説
明します。

KDJE54600-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54600-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>］［,<データソースの表示名> | <リソース
アダプタの表示名>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjclearpool

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54601-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54601-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>］［,<データソースの表示名> | <リソース
アダプタの表示名>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjclearpool

出力ポイント
成功時

KDJE54602-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54602-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>］［,<データソースの表示名> | <リソース
アダプタの表示名>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjclearpool

出力ポイント
失敗時

KDJE54603-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54603-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<アプリケーション名>］［,<データソースの表示名> | <リソース
アダプタの表示名>］
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjclearpool

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54604-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54604-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<データソースの表示名>］［,<コネクション ID>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjclosecn

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54605-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54605-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<データソースの表示名>］［,<コネクション ID>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数
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注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjclosecn

出力ポイント
成功時

KDJE54606-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54606-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<データソースの表示名>］［,<コネクション ID>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjclosecn

出力ポイント
失敗時
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KDJE54607-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54607-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<データソースの表示名>］［,<コネクション ID>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjclosecn

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54608-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54608-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjchmodapp

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54609-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54609-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjchmodapp

出力ポイント
成功時

KDJE54610-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54610-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjchmodapp

出力ポイント
失敗時

KDJE54611-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54611-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjchmodapp

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54612-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54612-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetstubsjar

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54613-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54613-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetstubsjar

出力ポイント
成功時

KDJE54614-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54614-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetstubsjar

出力ポイント
失敗時

KDJE54615-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54615-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Refer
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgetstubsjar

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54616-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54616-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ 説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjrenameapp

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54617-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54617-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数
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注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjrenameapp

出力ポイント
成功時

KDJE54618-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54618-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjrenameapp

出力ポイント
失敗時

KDJE54619-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54619-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjrenameapp

出力ポイント
タイムアウト時
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KDJE54620-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54620-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<EJB-JAR の表示名>/<EB の表示名>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト（bb....bb）を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgencmpsql

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54621-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54621-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<EJB-JAR の表示名>/<EB の表示名>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgencmpsql

出力ポイント
成功時

KDJE54622-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54622-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<EJB-JAR の表示名>/<EB の表示名>］

op 動作情報 Update
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgencmpsql

出力ポイント
失敗時

KDJE54623-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54623-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>,<アプリケーション名>［,<EJB-JAR の表示名>/<EB の表示名>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ 説明
aa....aa の実行したリクエスト（bb....bb）がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjgencmpsql

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54624-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54624-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

4　KDJE（Component Container が出力する監査ログメッセージ）

306



注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド実行直後

KDJE54625-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54625-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The command (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド終了直前（成功）

KDJE54626-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54626-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Start

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド終了直前（失敗）
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KDJE54627-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54627-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド実行直後

KDJE54628-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54628-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Stop

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The command (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド終了直前（成功）

KDJE54629-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54629-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Stop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド終了直前（失敗）

KDJE54630-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54630-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ 説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッ
セージに表示されるコマンド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が
出力されることがあります。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログ
ファイルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド実行直後

KDJE54631-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54631-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The command (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数
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注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッ
セージに表示されるコマンド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が
出力されることがあります。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログ
ファイルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド終了直前（成功）

KDJE54632-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54632-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Refer

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッ
セージに表示されるコマンド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が
出力されることがあります。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログ
ファイルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド終了直前（失敗）

KDJE54633-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54633-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド実行直後
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KDJE54634-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54634-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The command (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド終了直前（成功）

KDJE54635-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54635-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッセージに表示されるコマン
ド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が出力されることがあります。
また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，
umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド終了直前（失敗）

KDJE54636-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54636-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッ
セージに表示されるコマンド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が
出力されることがあります。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログ
ファイルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド実行直後

KDJE54637-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54637-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述※ メッセージ本文
The command (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッ
セージに表示されるコマンド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が
出力されることがあります。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログ
ファイルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド終了直前（成功）

KDJE54638-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54638-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が失敗しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッ
セージに表示されるコマンド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が
出力されることがあります。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログ
ファイルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド終了直前（失敗）

KDJE54639-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54639-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッ
セージに表示されるコマンド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が
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出力されることがあります。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログ
ファイルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド実行直後

KDJE54640-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54640-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The command (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッ
セージに表示されるコマンド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が
出力されることがあります。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログ
ファイルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド
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出力ポイント
コマンド終了直前（成功）

KDJE54641-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54641-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
コマンドの引数にユーザ名が指定されている場合，メッセージに表示されるユーザ名の部分は

「*****」と表示されます。アプリケーションサーバのほかのコマンドから呼び出された場合，メッ
セージに表示されるコマンド名の引数には，アプリケーションサーバの内部で使用している情報が
出力されることがあります。また，UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログ
ファイルが作成されるときは，umask の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
サーバ管理コマンド

出力ポイント
コマンド終了直前（失敗）
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KDJE54642-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54642-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executed the command (bb....bb).

説明
aa....aa がコマンド（bb....bb）を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjresetsv

出力ポイント
コマンド実行直後

KDJE54643-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54643-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The command (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjresetsv

出力ポイント
コマンド終了直前（成功）

KDJE54644-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54644-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the command (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したコマンド（bb....bb）が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjresetsv

出力ポイント
コマンド終了直前（失敗）

KDJE54645-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54645-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト(bb....bb)を実行します。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjcommittrn

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54646-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54646-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト(bb....bb)が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjcommittrn

出力ポイント
成功時

KDJE54647-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54647-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト(bb....bb)が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjcommittrn

出力ポイント
失敗時
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KDJE54648-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54648-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト(bb....bb)がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjcommittrn

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54649-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54649-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト(bb....bb)を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjrollbacktrn

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54650-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54650-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト(bb....bb)が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjrollbacktrn

出力ポイント
成功時

KDJE54651-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54651-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト(bb....bb)が失敗しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjrollbacktrn

出力ポイント
失敗時

KDJE54652-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54652-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Update

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト(bb....bb)がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjrollbacktrn

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54653-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54653-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト(bb....bb)を実行します。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjforgettrn

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時
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KDJE54654-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54654-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト(bb....bb)が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjforgettrn

出力ポイント
成功時

KDJE54655-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54655-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト(bb....bb)が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjforgettrn

出力ポイント
失敗時

KDJE54656-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54656-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>［,<グローバルトランザクション ID>］

op 動作情報 Delete

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト(bb....bb)がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjforgettrn

出力ポイント
タイムアウト時

KDJE54661-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54661-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
aa....aa executes the request (bb....bb).

説明
aa....aa がリクエスト(bb....bb)を実行します。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportwar

出力ポイント
対象のオブジェクト処理開始時

KDJE54662-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54662-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
The request (bb....bb) executed by aa....aa was successful.

説明
aa....aa の実行したリクエスト(bb....bb)が成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cjimportwar

出力ポイント
成功時

KDJE54663-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54663-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
An attempt by aa....aa to execute the request (bb....bb) has failed.

説明
aa....aa の実行したリクエスト(bb....bb)が失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportwar

出力ポイント
失敗時
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KDJE54664-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KDJE54664-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <サーバ名>

op 動作情報 Add

to:host リクエスト送信先ホス
ト

<ホスト名>

to:port リクエスト送信先ポー
ト番号

<ポート番号>

msg 自由記述※ メッセージ本文
A timeout occurred for the request (bb....bb) executed by aa....aa.

説明
aa....aa の実行したリクエスト(bb....bb)がタイムアウトしました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

注※　
UNIX の場合，サーバ管理コマンドを実行したことで監査ログファイルが作成されるときは，umask
の値として 0 が使用されます。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cjimportwar

出力ポイント
タイムアウト時
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5 KEOS（Manager が出力する監査
ログメッセージ）
この章では，システムの監査で使用する KEOS で始まる監査ログメッセージ
について説明します。
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5.1　KEOS80000 から KEOS89999 までのメッセー
ジ

Manager が出力する KEOS80000 から KEOS89999 までのメッセージについて説明します。

KEOS80000-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80000-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Management Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates starting Management Server with mngsvrctl start.

説明
aa....aa が mngsvrctl start によって Management Server の起動を開始しま
した。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
mngsvrctl（引数：start）

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80001-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80001-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Management Server
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at starting Management Server with mngsvrctl
start.

説明
aa....aa が mngsvrctl start によって Management Server の起動に成功しま
した。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
mngsvrctl（引数 start）

出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80002-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80002-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Management Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in starting Management Server with mngsvrctl start.

説明
aa....aa が mngsvrctl start によって Management Server の起動に失敗しま
した。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
mngsvrctl（引数：start）

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）
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KEOS80003-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80003-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Management Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates stopping Management Server with mngsvrctl stop.

説明
aa....aa が mngsvrctl stop によって Management Server の停止を開始しま
した。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
mngsvrctl（引数：stop）

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80004-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80004-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Management Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at stopping Management Server with mngsvrctl
stop.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa が mngsvrctl stop によって Management Server の停止に成功しま
した。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
mngsvrctl（引数：stop）

出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80005-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80005-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Management Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in stopping Management Server with mngsvrctl stop.

説明
aa....aa が mngsvrctl stop によって Management Server の停止に失敗しま
した。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
mngsvrctl（引数：stop）

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）
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KEOS80006-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80006-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Management Server

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates setting up Management Server with bb....bb.

説明
aa....aa が bb....bb によって Management Server のセットアップを開始し
ました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
mngsvrctl（引数：setup）

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80007-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80007-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Management Server

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at setting up Management Server with bb....bb.

5　KEOS（Manager が出力する監査ログメッセージ）

344



出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa が bb....bb によって Management Server のセットアップに成功し
ました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
mngsvrctl（引数：setup）

出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80008-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80008-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Management Server

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in setting up Management Server with bb....bb.

説明
aa....aa が bb....bb によって Management Server のセットアップに失敗し
ました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
mngsvrctl（引数：setup）

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）
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KEOS80009-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80009-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Administration Agent

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates starting Administration Agent with adminagentctl start.

説明
aa....aa が adminagentctl start によって運用管理エージェントの起動を開始
しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
adminagentctl（引数：start）

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80010-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80010-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Administration Agent

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at starting Administration Agent with
adminagentctl start.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa が adminagentctl start によって運用管理エージェントの起動に成功
しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
adminagentctl（引数：start）

出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80011-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80011-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Administration Agent

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in starting Administration Agent with adminagentctl
start.

説明
aa....aa が adminagentctl start によって運用管理エージェントの起動に失敗
しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
adminagentctl（引数：start）

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）
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KEOS80012-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80012-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Administration Agent

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates stopping Administration Agent with adminagentctl
stop.

説明
aa....aa が adminagentctl stop によって運用管理エージェントの停止を開始
しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
adminagentctl（引数：stop）

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80013-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80013-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Administration Agent

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at stopping Administration Agent with
adminagentctl stop.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa が adminagentctl stop によって運用管理エージェントの停止に成功
しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
adminagentctl（引数：stop）

出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80014-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80014-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Administration Agent

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in stopping Administration Agent with adminagentctl
stop.

説明
aa....aa が adminagentctl stop によって運用管理エージェントの停止に失敗
しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
adminagentctl（引数：stop）

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）
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KEOS80015-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80015-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <設定後の管理者名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates configuring bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の設定を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_admin_passwd

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80016-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80016-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <設定後の管理者名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at configuring bb....bb with cc....cc.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の設定に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_admin_passwd

出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80017-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80017-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <設定後の管理者名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in configuring bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の設定に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_admin_passwd

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）
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KEOS80018-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80018-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名>...

op 動作情報 Add

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates modeling bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のモデル構築を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_build_model

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80019-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80019-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名>...

op 動作情報 Add

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at modeling bb....bb with cc....cc.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のモデル構築に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_build_model

出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80020-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80020-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名>...

op 動作情報 Add

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in modeling bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のモデル構築に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_build_model

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）
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KEOS80021-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80021-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名>... [no-name]

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates building bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のシステム構築を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_build_system

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80022-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80022-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <Web システム名>... [no-name]

obj オブジェクト情報 <Web システム名>...

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at building bb....bb with cc....cc.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のシステム構築に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_build_system

出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80023-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80023-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名>... [no-name]

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in building bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のシステム構築に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_build_system

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）
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KEOS80024-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80024-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名>...

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates remodeling bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のシステム再構築を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_change_model

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80025-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80025-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名>...

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at remodeling bb....bb with cc....cc.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のシステム再構築に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_change_model

出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80026-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80026-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名>...

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in remodeling bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のシステム再構築に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_change_model

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）
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KEOS80027-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80027-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 ｛<Web システム名>｜[no-name]｝［<サービスユニット名>］

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates deleting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の削除を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_delete_system

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80028-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80028-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 ｛<Web システム名>｜[no-name]｝［<サービスユニット名>］

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at deleting bb....bb with cc....cc.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の削除に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_delete_system

出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80029-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80029-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 ｛<Web システム名>｜[no-name]｝［<サービスユニット名>］

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in deleting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の削除に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_delete_system

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）
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KEOS80030-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80030-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 LoadBalancer

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates resuming LoadBalancer with bb....bb.

説明
aa....aa が bb....bb によって LoadBalancer のレジュームを開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_resume_lb

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80031-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80031-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 LoadBalancer

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at resuming LoadBalancer with bb....bb.

説明
aa....aa が bb....bb によって LoadBalancer のレジュームに成功しました。
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（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_resume_lb

出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80032-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80032-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 LoadBalancer

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in resuming LoadBalancer with bb....bb.

説明
aa....aa が bb....bb によって LoadBalancer のレジュームに失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_resume_lb

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80033-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80033-I
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名>...

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates scaling out bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のスケールアウトを開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_scaleout_host

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80034-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80034-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名>...

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at scaling out bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のスケールアウトに成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
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cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_scaleout_host

出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80035-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80035-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名>...

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in scaling out bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のスケールアウトに失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_scaleout_host

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80036-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80036-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 LoadBalancer

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates testing LoadBalancer with bb....bb.

説明
aa....aa が bb....bb によって LoadBalancer のテストを開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_test_lb

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80037-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80037-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 LoadBalancer

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at testing LoadBalancer with bb....bb.

説明
aa....aa が bb....bb によって LoadBalancer のテストに成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cmx_test_lb

出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80038-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80038-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 LoadBalancer

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in testing LoadBalancer with bb....bb.

説明
aa....aa が bb....bb によって LoadBalancer のテストに失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_test_lb

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80039-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80039-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <論理サーバ名>...
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Add

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates adding bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の追加を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_add_serverref

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80040-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80040-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <論理サーバ名>...

op 動作情報 Add

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at adding bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の追加に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_add_serverref
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80041-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80041-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <論理サーバ名>...

op 動作情報 Add

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in adding bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の追加に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_add_serverref

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80042-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80042-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <論理サーバ名>

op 動作情報 Delete
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates deleting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の削除を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_delete_serverref

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80043-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80043-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <論理サーバ名>

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at deleting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の削除に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_delete_serverref
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80044-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80044-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <論理サーバ名>

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in deleting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の削除に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_delete_serverref

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80045-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80045-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名> ［<サービスユニット名>］

op 動作情報 Refer
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates referring to bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の状態参照を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_list_status

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80046-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80046-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名> ［<サービスユニット名>］

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at referring to bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の状態参照に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_list_status
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80047-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80047-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名> ［<サービスユニット名>］

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in referring to bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の状態参照に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_list_status

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80048-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80048-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名> ［<サービスユニット名>］

op 動作情報 Start
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates starting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の起動を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_start_target

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80049-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80049-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名> ［<サービスユニット名>］

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at starting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の起動に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_start_target
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80050-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80050-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名> ［<サービスユニット名>］

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in starting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の起動に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_start_target

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80051-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80051-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名> ［<サービスユニット名>］

op 動作情報 Stop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates stopping bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の停止を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_stop_target

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80052-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80052-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名> ［<サービスユニット名>］

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at stopping bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の停止に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_stop_target
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80053-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80053-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <Web システム名> ［<サービスユニット名>］

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in stopping bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の停止に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_stop_target

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80054-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80054-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>または<JavaBeans 名>

op 動作情報 Update
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates tying up bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の関連づけを開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_define_resource

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80055-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80055-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>または<JavaBeans 名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at tying up bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の関連づけに成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_define_resource
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80056-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80056-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>または<JavaBeans 名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in tying up bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の関連づけに失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_define_resource

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80057-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80057-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>，<JavaBeans 名>，または All Resources

op 動作情報 Update

5　KEOS（Manager が出力する監査ログメッセージ）

377



出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates deploying bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のデプロイを開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_deploy_resource

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80058-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80058-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>，<JavaBeans 名>，または All Resources

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at deploying bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のデプロイに成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_deploy_resource

5　KEOS（Manager が出力する監査ログメッセージ）

378



出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80059-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80059-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>，<JavaBeans 名>，または All Resources

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in deploying bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のデプロイに失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_deploy_resource

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80060-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80060-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <RAR ファイル>または<JAR ファイル>

op 動作情報 Add
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates registering bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の登録を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_register_resource

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80061-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80061-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <RAR ファイル>または<JAR ファイル>

op 動作情報 Add

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at registering bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の登録に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_register_resource
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80062-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80062-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <RAR ファイル>または<JAR ファイル>

op 動作情報 Add

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in registering bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の登録に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_register_resource

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80063-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80063-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>，<JavaBeans 名>，または All Resources

op 動作情報 Start
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates starting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の起動を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_start_resource

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80064-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80064-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>，<JavaBeans 名>，または All Resources

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at starting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の起動に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_start_resource
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80065-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80065-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>，<JavaBeans 名>，または All Resources

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in starting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の起動に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_start_resource

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80066-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80066-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>，<JavaBeans 名>，または All Resources

op 動作情報 Stop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates stopping bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の停止を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_stop_resource

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80067-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80067-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>，<JavaBeans 名>，または All Resources

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at stopping bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の停止に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_stop_resource
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80068-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80068-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>，<JavaBeans 名>，または All Resources

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in stopping bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の停止に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_stop_resource

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80069-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80069-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>または<JavaBeans 名>

op 動作情報 Update
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates untying up bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の関連づけ解除を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_undefine_resource

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80070-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80070-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>または<JavaBeans 名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at untying up bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の関連づけ解除に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_undefine_resource
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80071-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80071-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>または<JavaBeans 名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in untying up bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の関連づけ解除に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_undefine_resource

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80072-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80072-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>，<JavaBeans 名>，または All Resources

op 動作情報 Update
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates undeploying bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のアンデプロイを開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_undeploy_resource

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80073-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80073-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>，<JavaBeans 名>，または All Resources

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at undeploying bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のアンデプロイに成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_undeploy_resource
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80074-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80074-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>，<JavaBeans 名>，または All Resources

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in undeploying bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のアンデプロイに失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_undeploy_resource

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80075-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80075-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>または<JavaBeans 名>

op 動作情報 Delete
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates unregistering bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の登録解除を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_unregister_resource

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80076-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80076-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>または<JavaBeans 名>

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at unregistering bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の登録解除に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_unregister_resource
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80077-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80077-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <リソースアダプタ名>または<JavaBeans 名>

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in unregistering bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の登録解除に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_unregister_resource

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80078-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80078-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>

op 動作情報 Update
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates tying up bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の関連づけを開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_define_application

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80079-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80079-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at tying up bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の関連づけに成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_define_application
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80080-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80080-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in tying up bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の関連づけに失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_define_application

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80081-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80081-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>または All Applications

op 動作情報 Update
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates deploying bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のデプロイを開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_deploy_application

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80082-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80082-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>または All Applications

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at deploying bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のデプロイに成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_deploy_application
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80083-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80083-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>または All Applications

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in deploying bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のデプロイに失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_deploy_application

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80084-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80084-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>または<EAR ファイル名>

op 動作情報 Add
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates registering bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の登録を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_register_application

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80085-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80085-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>または<EAR ファイル名>

op 動作情報 Add

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at registering bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の登録に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_register_application
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80086-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80086-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>または<EAR ファイル名>

op 動作情報 Add

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in registering bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の登録に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_register_application

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80087-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80087-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>または All Applications

op 動作情報 Start
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates starting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の起動を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_start_application

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80088-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80088-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>または All Applications

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at starting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の起動に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_start_application
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80089-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80089-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>または All Applications

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in starting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の起動に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_start_application

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80090-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80090-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>または All Applications

op 動作情報 Stop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates stopping bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の停止を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_stop_application

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80091-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80091-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>または All Applications

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at stopping bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の停止に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_stop_application
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80092-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80092-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>または All Applications

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in stopping bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の停止に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_stop_application

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80093-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80093-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>

op 動作情報 Update
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates untying up bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の関連づけ解除を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_undefine_application

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80094-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80094-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at untying up bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の関連づけの解除に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_undefine_application
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80095-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80095-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in untying up bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の関連づけの解除に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_undefine_application

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80096-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80096-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>または All Applications

op 動作情報 Update
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates undeploying bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のアンデプロイを開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_undeploy_application

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80097-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80097-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>または All Applications

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at undeploying bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のアンデプロイに成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_undeploy_application
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80098-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80098-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>または All Applications

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in undeploying bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のアンデプロイに失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_undeploy_application

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80099-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80099-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>

op 動作情報 Delete
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates unregistering bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の登録解除を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_unregister_application

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80100-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80100-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at unregistering bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の登録解除に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_unregister_application
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出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80101-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80101-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <アプリケーション名>

op 動作情報 Delete

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in unregistering bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb の登録解除に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_unregister_application

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80102-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80102-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 ｛<Web システム名>｜ Registered Objects ｜ All Web Systems｝｛SERVER ｜
APPLICATION ｜ RESOURCE ｜ RESADAPTER ｜ RESJAVABEANS ｜
SERVEREX｝
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates referring to the model of bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のモデル参照を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_list_model

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80103-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80103-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 ｛<Web システム名>｜ Registered Objects ｜ All Web Systems｝｛SERVER ｜
APPLICATION ｜ RESOURCE ｜ RESADAPTER ｜ RESJAVABEANS ｜
SERVEREX｝

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at referring to the model of bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のモデル参照に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cmx_list_model

出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80104-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80104-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 ｛<Web システム名>｜ Registered Objects ｜ All Web Systems｝｛SERVER ｜
APPLICATION ｜ RESOURCE ｜ RESADAPTER ｜ RESJAVABEANS ｜
SERVEREX｝

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in referring to the model of bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のモデル参照に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_list_model

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80105-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80105-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Internal Data

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates exporting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のエクスポートを開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_export_model

出力ポイント
コマンド：実行開始時

KEOS80106-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80106-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Internal Data

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at exporting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のエクスポートに成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。
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コマンド
cmx_export_model

出力ポイント
コマンド：実行終了時（成功）

KEOS80107-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80107-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Internal Data

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in exporting bb....bb with cc....cc.

説明
aa....aa が cc....cc によって bb....bb のエクスポートに失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報
cc....cc：実行コマンド名と引数

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cmx_export_model

出力ポイント
コマンド：実行終了時（失敗）

KEOS80108-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80108-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

obj オブジェクト情報 Management Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates starting Management Server.

説明
aa....aa が Management Server の起動を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：起動開始時

KEOS80109-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80109-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Management Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at starting Management Server.

説明
aa....aa が Management Server の起動に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：起動終了時（成功）
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KEOS80110-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80110-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Management Server

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in starting Management Server.

説明
aa....aa が Management Server の起動に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：起動終了時（失敗）

KEOS80111-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80111-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Management Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates stopping Management Server.

説明
aa....aa が Management Server の停止を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
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「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：停止開始時

KEOS80112-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80112-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Management Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at stopping Management Server.

説明
aa....aa が Management Server の停止に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：停止終了時（成功）

KEOS80113-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80113-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Management Server

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in stopping Management Server.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa が Management Server の停止に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：停止終了時（失敗）

KEOS80114-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80114-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Administration Agent

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates starting Administration Agent.

説明
aa....aa が運用管理エージェントの起動を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：起動開始時

KEOS80115-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80115-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Administration Agent

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at starting Administration Agent.

説明
aa....aa が運用管理エージェントの起動に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：起動終了時（成功）

KEOS80116-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80116-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Administration Agent

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in starting Administration Agent.

説明
aa....aa が運用管理エージェントの起動に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：起動終了時（失敗）
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KEOS80117-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80117-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Administration Agent

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa initiates stopping Administration Agent.

説明
aa....aa が運用管理エージェントの停止を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：停止開始時

KEOS80118-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80118-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Administration Agent

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has succeeded at stopping Administration Agent.

説明
aa....aa が運用管理エージェントの停止に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

5　KEOS（Manager が出力する監査ログメッセージ）

417



「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：停止終了時（成功）

KEOS80119-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80119-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 Administration Agent

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa has failed in stopping Administration Agent.

説明
aa....aa が運用管理エージェントの停止に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：停止終了時（失敗）

KEOS80120-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80120-I

ctgry 監査事象の種別 Authentication

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <認証ユーザ名>

op 動作情報 Login

msg 自由記述 メッセージ本文
Management Server initiates authenticating aa....aa.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
Management Server が aa....aa の認証を開始しました。

（凡例）
aa....aa：Management Server 管理アカウント名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：認証開始時

KEOS80121-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80121-I

ctgry 監査事象の種別 Authentication

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <認証ユーザ名>

op 動作情報 Login

msg 自由記述 メッセージ本文
Management Server has succeeded at authenticating aa....aa.

説明
Management Server が aa....aa の認証に成功しました。

（凡例）
aa....aa：Management Server 管理アカウント名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：認証終了時（成功）

KEOS80122-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80122-E

ctgry 監査事象の種別 Authentication

result 監査事象の結果 Failure
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <認証ユーザ名>

op 動作情報 Login

msg 自由記述 メッセージ本文
Management Server has failed in authenticating aa....aa.

説明
Management Server が aa....aa の認証に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：Management Server 管理アカウント名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：認証終了時（失敗）

KEOS80123-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80123-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:uid サブジェクト識別情報 <Management Server の管理アカウント名>

obj オブジェクト情報 Internal Data

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Management Server initiates updating Internal Data.

説明
Management Server が内部情報の更新を開始しました。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：ファイル操作開始時
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KEOS80124-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80124-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:uid サブジェクト識別情報 <Management Server の管理アカウント名>

obj オブジェクト情報 Internal Data

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Management Server has succeeded at updating Internal Data.

説明
Management Server が内部情報の更新に成功しました。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：ファイル操作終了時（成功）

KEOS80125-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80125-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:uid サブジェクト識別情報 <Management Server の管理アカウント名>

obj オブジェクト情報 Internal Data

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Management Server has failed in updating Internal Data.

説明
Management Server が内部情報の更新に失敗しました。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：ファイル操作終了時（失敗）
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KEOS80126-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80126-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 mngagent.<実サーバ名>.properties

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent initiates updating mngagent.aa....aa.properties.

説明
Administration Agent が mngagent.aa....aa.properties の更新を開始しま
した。

（凡例）
aa....aa：実サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：ファイル操作開始時

KEOS80127-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80127-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 mngagent.<実サーバ名>.properties

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent has succeeded at updating
mngagent.aa....aa.properties.

説明
Administration Agent が mngagent.aa....aa.properties の更新に成功しま
した。
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（凡例）
aa....aa：実サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：ファイル操作終了時（成功）

KEOS80128-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80128-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 mngagent.<実サーバ名>.properties

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent has failed in updating
mngagent.aa....aa.properties.

説明
Administration Agent が mngagent.aa....aa.properties の更新に失敗しま
した。

（凡例）
aa....aa：実サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：ファイル操作終了時（失敗）

KEOS80129-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80129-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 manager.<実サーバ名>.properties
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent initiates updating manager.aa....aa.properties.

説明
Administration Agent が manager.aa....aa.properties の更新を開始しまし
た。

（凡例）
aa....aa：実サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：ファイル操作開始時

KEOS80130-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80130-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 manager.<実サーバ名>.properties

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent has succeeded at updating
manager.aa....aa.properties.

説明
Administration Agent が manager.aa....aa.properties の更新に成功しまし
た。

（凡例）
aa....aa：実サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：ファイル操作終了時（成功）
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KEOS80131-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80131-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 manager.<実サーバ名>.properties

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent has failed in updating
manager.aa....aa.properties.

説明
Administration Agent が manager.aa....aa.properties の更新に失敗しまし
た。

（凡例）
aa....aa：実サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：ファイル操作終了時（失敗）

KEOS80132-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80132-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 mevent.<実サーバ名>.properties

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent initiates updating mevent.aa....aa.properties.

説明
Administration Agent が mevent.aa....aa.properties の更新を開始しまし
た。
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（凡例）
aa....aa：実サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：ファイル操作開始時

KEOS80133-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80133-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 mevent.<実サーバ名>.properties

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent has succeeded at updating
mevent.aa....aa.properties.

説明
Administration Agent が mevent.aa....aa.properties の更新に成功しまし
た。

（凡例）
aa....aa：実サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：ファイル操作終了時（成功）

KEOS80134-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80134-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 mevent.<実サーバ名>.properties
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent has failed in updating mevent.aa....aa.properties.

説明
Administration Agent が mevent.aa....aa.properties の更新に失敗しまし
た。

（凡例）
aa....aa：実サーバ名

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
Management Server：ファイル操作終了時（失敗）

KEOS80135-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80135-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 usrconf.properties

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent initiates updating usrconf.properties.

説明
Administration Agent が usrconf.properties の更新を開始しました。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：ファイル操作開始時

KEOS80136-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80136-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 usrconf.properties

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent has succeeded at updating usrconf.properties.

説明
Administration Agent が usrconf.properties の更新に成功しました。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：ファイル操作終了時（成功）

KEOS80137-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80137-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 usrconf.properties

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent has failed in updating usrconf.properties.

説明
Administration Agent が usrconf.properties の更新に失敗しました。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：ファイル操作終了時（失敗）

KEOS80138-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80138-I
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 usrconf.cfg

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent initiates updating usrconf.cfg.

説明
Administration Agent が usrconf.cfg の更新を開始しました。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：ファイル操作開始時

KEOS80139-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80139-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 usrconf.cfg

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent has succeeded at updating usrconf.cfg.

説明
Administration Agent が usrconf.cfg の更新に成功しました。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：ファイル操作終了時（成功）
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KEOS80140-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80140-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 usrconf.cfg

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent has failed in updating usrconf.cfg.

説明
Administration Agent が usrconf.cfg の更新に失敗しました。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：ファイル操作終了時（失敗）

KEOS80144-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80144-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 mod_jk.conf

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent initiates updating mod_jk.conf.

説明
Administration Agent が mod_jk.conf の更新を開始しました。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：ファイル操作開始時
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KEOS80145-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80145-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 mod_jk.conf

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent has succeeded at updating mod_jk.conf.

説明
Administration Agent が mod_jk.conf の更新に成功しました。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：ファイル操作終了時（成功）

KEOS80146-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80146-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 mod_jk.conf

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent has failed in updating mod_jk.conf.

説明
Administration Agent が mod_jk.conf の更新に失敗しました。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：ファイル操作終了時（失敗）
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KEOS80147-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80147-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 workers.properties

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent initiates updating workers.properties.

説明
Administration Agent が workers.properties の更新を開始しました。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：ファイル操作開始時

KEOS80148-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80148-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 workers.properties

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent has succeeded at updating workers.properties.

説明
Administration Agent が workers.properties の更新に成功しました。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：ファイル操作終了時（成功）
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KEOS80149-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KEOS80149-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 workers.properties

op 動作情報 Update

msg 自由記述 メッセージ本文
Administration Agent has failed in updating workers.properties.

説明
Administration Agent が workers.properties の更新に失敗しました。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

出力ポイント
運用管理エージェント：ファイル操作終了時（失敗）
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6 KFCT（CTM および PRF が出力す
る監査ログメッセージ）
この章では，システムの監査で使用する KFCT で始まる監査ログメッセージ
について説明します。
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6.1　KFCT80000 から KFCT89999 までのメッセージ
Performance Tracer が出力する KFCT80000 から KFCT89999 までのメッセージについて説明します。

KFCT81000-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT81000-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <PRF 識別子>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed cprfstart of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で cprfstart を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cprfstart

出力ポイント
コマンド開始時

KFCT81001-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT81001-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <PRF 識別子>

op 動作情報 Start
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in executing cprfstart of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で cprfstart の実行に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cprfstart

出力ポイント
コマンド終了時（成功）

KFCT81002-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT81002-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <PRF 識別子>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in executing cprfstart of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で cprfstart の実行に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cprfstart

出力ポイント
コマンド終了時（失敗）
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KFCT81010-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT81010-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <PRF 識別子>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa began starting cprfd of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で cprfd の起動を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cprfstart

出力ポイント
PRF デーモンの起動受付時

KFCT81011-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT81011-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <PRF 識別子>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in starting cprfd of bb....bb.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa は bb....bb で cprfd の起動に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cprfstart

出力ポイント
PRF デーモンの起動完了時（成功）

KFCT81012-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT81012-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <PRF 識別子>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in starting cprfd of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で cprfd の起動に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cprfstart
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出力ポイント
PRF デーモンの起動完了時（失敗）

KFCT81020-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT81020-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <PRF 識別子>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed cprfstop of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で cprfstop を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cprfstop

出力ポイント
コマンド開始時

KFCT81021-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT81021-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <PRF 識別子>

op 動作情報 Stop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in executing cprfstop of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で cprfstop の実行に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cprfstop

出力ポイント
コマンド終了時（成功）

KFCT81022-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT81022-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <PRF 識別子>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in executing cprfstop of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で cprfstop の実行に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cprfstop

出力ポイント
コマンド終了時（失敗）
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KFCT81030-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT81030-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <PRF 識別子>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa began stopping cprfd of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で cprfd の停止を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプションおよび-Force オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cprfstop

出力ポイント
PRF デーモンの停止受付時

KFCT81031-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT81031-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <PRF 識別子>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in stopping cprfd of bb....bb.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa は bb....bb で cprfd の停止に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプションおよび-Force オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cprfstop

出力ポイント
PRF デーモンの停止完了時（成功）

KFCT81032-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT81032-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <PRF 識別子>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in stopping cprfd of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で cprfd の停止に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプションおよび-Force オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cprfstop

6　KFCT（CTM および PRF が出力する監査ログメッセージ）

443



出力ポイント
PRF デーモンの停止完了時（失敗）

KFCT84000-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT84000-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <PRF 識別子>

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed cprfgetpid of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で cprfgetpid を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cprfgetpid

出力ポイント
コマンド開始時

KFCT84001-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT84001-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <PRF 識別子>

op 動作情報 Refer
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in executing cprfgetpid of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で cprfgetpid の実行に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cprfgetpid

出力ポイント
コマンド終了時（成功）

KFCT84002-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT84002-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <PRF 識別子>

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in executing cprfgetpid of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で cprfgetpid の実行に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
cprfgetpid

出力ポイント
コマンド終了時（失敗）
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6.2　KFCT90000 から KFCT99999 までのメッセージ
Component Transaction Monitor が出力する KFCT90000 から KFCT99999 までのメッセージについ
て説明します。

KFCT91000-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91000-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed ctmdmstart of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmdmstart を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmdmstart

出力ポイント
コマンド開始時

KFCT91001-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91001-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in executing ctmdmstart of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmdmstart の実行に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmdmstart

出力ポイント
コマンド終了時（成功）

KFCT91002-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91002-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in executing ctmdmstart of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmdmstart の実行に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmdmstart

出力ポイント
コマンド終了時（失敗）
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KFCT91010-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91010-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa began starting ctmdmd of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmdmd の起動を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmdmstart

出力ポイント
CTM ドメインマネジャの起動受付時

KFCT91011-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91011-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in starting ctmdmd of bb....bb.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa は bb....bb で ctmdmd の起動に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmdmstart

出力ポイント
CTM ドメインマネジャの起動完了時（成功）

KFCT91012-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91012-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in starting ctmdmd of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmdmd の起動に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmdmstart
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出力ポイント
CTM ドメインマネジャの起動完了時（失敗）

KFCT91020-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91020-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed ctmdmstop of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmdmstop を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmdmstop

出力ポイント
コマンド開始時

KFCT91021-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91021-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>

op 動作情報 Stop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in executing ctmdmstop of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmdmstop の実行に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmdmstop

出力ポイント
コマンド終了時（成功）

KFCT91022-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91022-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in executing ctmdmstop of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmdmstop の実行に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmdmstop

出力ポイント
コマンド終了時（失敗）
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KFCT91030-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91030-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa began stopping ctmdmd of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmdmd の停止を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプションおよび-Force オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmdmstop

出力ポイント
CTM ドメインマネジャの停止受付時

KFCT91031-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91031-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in stopping ctmdmd of bb....bb.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa は bb....bb で ctmdmd の停止に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプションおよび-Force オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmdmstop

出力ポイント
CTM ドメインマネジャの停止完了時（成功）

KFCT91032-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91032-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in stopping ctmdmd of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmdmd の停止に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプションおよび-Force オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmdmstop
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出力ポイント
CTM ドメインマネジャの停止完了時（失敗）

KFCT91040-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91040-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed ctmstart of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmstart を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstart

出力ポイント
コマンド開始時

KFCT91041-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91041-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Start
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in executing ctmstart of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmstart の実行に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstart

出力ポイント
コマンド終了時（成功）

KFCT91042-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91042-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in executing ctmstart of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmstart の実行に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstart

出力ポイント
コマンド終了時（失敗）
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KFCT91050-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91050-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa began starting ctmd of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmd の起動を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstart

出力ポイント
CTM デーモンの起動受付時

KFCT91051-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91051-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in starting ctmd of bb....bb.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa は bb....bb で ctmd の起動に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstart

出力ポイント
CTM デーモンの起動完了時（成功）

KFCT91052-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91052-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in starting ctmd of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmd の起動に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstart
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出力ポイント
CTM デーモンの起動完了時（失敗）

KFCT91060-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91060-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed ctmstop of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmstop を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstop

出力ポイント
コマンド開始時

KFCT91061-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91061-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Stop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in executing ctmstop of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmstop の実行に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstop

出力ポイント
コマンド終了時（成功）

KFCT91062-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91062-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in executing ctmstop of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmstop の実行に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstop

出力ポイント
コマンド終了時（失敗）
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KFCT91070-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91070-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa began stopping ctmd of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmd の停止を開始しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプションおよび-Force オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstop

出力ポイント
CTM デーモンの停止受付時

KFCT91071-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91071-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in stopping ctmd of bb....bb.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa は bb....bb で ctmd の停止に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプションおよび-Force オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstop

出力ポイント
CTM デーモンの停止完了時（成功）

KFCT91072-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91072-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in stopping ctmd of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmd の停止に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプションおよび-Force オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstop
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出力ポイント
CTM デーモンの停止完了時（失敗）

KFCT91080-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91080-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed ctmstsstart of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmstsstart を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstsstart

出力ポイント
コマンド開始時

KFCT91081-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91081-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Start
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in executing ctmstsstart of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmstsstart の実行に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstsstart

出力ポイント
コマンド終了時（成功）

KFCT91082-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91082-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in executing ctmstsstart of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmstsstart の実行に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstsstart

出力ポイント
コマンド終了時（失敗）
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KFCT91091-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91091-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Start

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in starting the operation statistics information of
bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で稼働統計情報の取得開始に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstsstart

出力ポイント
稼働統計情報の取得開始時

KFCT91100-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91100-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Stop
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed ctmstsstop of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmstsstop を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstsstop

出力ポイント
コマンド開始時

KFCT91101-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91101-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in executing ctmstsstop of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmstsstop の実行に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstsstop

出力ポイント
コマンド終了時（成功）
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KFCT91102-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91102-E

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in executing ctmstsstop of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmstsstop の実行に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstsstop

出力ポイント
コマンド終了時（失敗）

KFCT91111-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT91111-I

ctgry 監査事象の種別 StartStop

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>

op 動作情報 Stop

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in stopping the operation statistics information of
bb....bb.
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msg 自由記述 説明
aa....aa は bb....bb で稼働統計情報の取得停止に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

注　
-h オプション指定時は，このメッセージは出力されません。

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmstsstop

出力ポイント
稼働統計情報の取得終了時

KFCT94000-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT94000-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Occurrence

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>
CTM ドメインマネジャのプロセス ID を取得する場合

<CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>
CTM デーモンのプロセス ID を取得する場合

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa executed ctmgetpid of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmgetpid を実行しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmgetpid
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出力ポイント
コマンド開始時

KFCT94001-I
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT94001-I

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Success

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>
CTM ドメインマネジャのプロセス ID を取得する場合

<CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>
CTM デーモンのプロセス ID を取得する場合

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa succeeded in executing ctmgetpid of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmgetpid の実行に成功しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmgetpid

出力ポイント
コマンド終了時（成功）

KFCT94002-E
メッセージの内容

出力項目名 出力項目の意味 出力内容

msgid メッセージ ID KFCT94002-E

ctgry 監査事象の種別 ConfigurationAccess

result 監査事象の結果 Failure

subj:euid サブジェクト識別情報 <OS のアカウント>
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出力項目名 出力項目の意味 出力内容

obj オブジェクト情報 <CTM ドメイン名称>
CTM ドメインマネジャのプロセス ID を取得する場合

<CTM ドメイン名称>/<CTM 識別子>
CTM デーモンのプロセス ID を取得する場合

op 動作情報 Refer

msg 自由記述 メッセージ本文
aa....aa failed in executing ctmgetpid of bb....bb.

説明
aa....aa は bb....bb で ctmgetpid の実行に失敗しました。

（凡例）
aa....aa：OS のアカウント
bb....bb：オブジェクト情報

「メッセージの内容」以外の出力項目については，「2.3　メッセージの出力項目」を参照してください。

コマンド
ctmgetpid

出力ポイント
コマンド終了時（失敗）
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